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１  

（１）調査目的 

・本調査は、「第三期小樽市子ども・子育て支援事業計画」の策定に当たり、教育・保育

事業及び子育て支援事業の「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握し、需要

量の見込みなどを算定する基礎資料とするために実施したものです。 

（２）調査対象 

・小学校就学前児童の保護者     2,267 件 

（３）調査方法 

・就学前児童の保護者・・・Web アンケートでの回答 

・調査期間は、令和５年 12 月 1 日～12月 24 日 

（４）回収結果 

 

 送付数 回収数 回収率 

就学前児童の保護者 2,267 970 42.8％ 

（参考）平成 30 年 11 月調査時 2,000 890 44.5％ 

 

（５）備考 

・質問に対して無回答であったものを「無回答」と表記している。割合は、無回答分も含

めている。 

・本文中の表における比率は、少数第２位を四捨五入したため、単数回答の項目でも個々

の比率の合計が 100.0％にならない場合がある。 

・それぞれのグラフ中に表記した「n=○○」の nは、回答者総数（もしくは質問対象者総

数）を示す。 

・問２における子どもの年齢について誤回答が２件あり、当該設問にはどちらも無回答と

する処理を行った。 
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２ 就学前児童を対象としたニーズ調査の結果 

１．お子さんとご家族の状況 

【お住まいの地域】 
問１ お住まいの住所はどちらになりますか。 

住まいの地域は、「朝里、銭函地域」（43.5％）が最も多く、次いで「中央、山手地域」（26.3％）、

「南小樽地域」（15.1％）、「蘭島、塩谷、オタモイ地域」（9.1％）、「手宮、高島地域」（6.1％）

となった。 

 

■地域の内訳 

蘭島、塩谷、オタモイ地域 1．蘭島、2．忍路、3．桃内、4．塩谷、5．オタモイ、6．幸、7．長橋、8．旭町 

手宮、高島地域 
9．手宮、10．末広町、11．梅ヶ枝町、12．錦町、13．清水町、14．豊川町、 

15．石山町、16．色内 3 丁目、17 祝津、18．赤岩、19．高島 

中央、山手地域 

20．稲穂、21．花園、22．色内 1･2 丁目、23．港町、24．堺町、25．東雲町、 

26．山田町、27．相生町、28．入船 1･2 丁目、29．富岡、30．緑、31．最上、 

32．松ヶ枝、33．入船 3～5 丁目、34．天狗山 

南小樽地域 

35．住ノ江、36．住吉町、37．有幌町、38．信香町、39．若松、40．奥沢、 

41．天神、42．真栄、43．潮見台、44．新富町、45．勝納町、46．若竹町、 

47．築港 

朝里、銭函地域 

48．桜、49．船浜町、50．朝里、51．新光、52．望洋台、53．新光町、 

54．朝里川温泉、55．張碓町、56．春香町、57．桂岡町、58．銭函、 

59．見晴町、60．星野町 

 

 

 

 

 

  

蘭島、塩谷、オタモイ地域

9.1%

手宮、高島地域

6.1%

中央、山手地域

26.3%

南小樽地域

15.1%

朝里、銭函地域

43.5%
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【お子さんの年齢】 
問２ お子さんの生年月をお答えください。（令和５年４月１日現在） 

子どもの年齢は、０歳（※令和５年４月以降生まれ）が10.2％、０歳が16.5％、１歳が16.6％、

２歳が 12.9％、３歳が 11.9％、４歳が 14.2％、５歳が 17.5％となった。 

 

 
【きょうだいの数】 

問３ お子さんは何人きょうだいですか。 あて名のお子さんを含めた人数をお答えください。 

きょうだいの数は「１人」（40.7％）が最も多く、次いで「２人」（37.8％）となった。 

 

【参考：Ｈ25 調査】 

 

Ｈ30 調査と比較すると、兄弟の数の割合に大きな変化は見られない。 

Ｈ25 調査の結果を含めてみると、Ｈ25～Ｈ30 にかけて一人っ子世帯の割合が二人きょうだい世帯の割合

を上回り、その状況が続いている。 

 

 

  

10.2

18.5

16.5

15.5

16.6

15.4

12.9

14.7

11.9

17.0

14.2

17.9

17.5

1.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

(ｎ＝890)

今回調査

(ｎ＝970)

０歳(※) ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

42.1

40.7

39.2

37.8

14.4

15.4

3.9

6.1

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

(ｎ＝890)

今回調査

(ｎ＝970)

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

31.0 44.3 17.5 3.2 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ25調査

(ｎ＝888)

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答



- 4 - 

 

【調査票の回答者】 
問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 あて名のお子さんからみた関係でお答

えください。 

回答者は「母親」が 85.3％、「父親」が 14.0％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「父親」が 6.0％増加した。 

 
【回答者の配偶関係】 

問５ この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。 

回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」が 91.1％、「配偶者はいない」が8.9％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「配偶者がいる」が 3.6％増加した。 

 
【子育てを主に行っている方】 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。（お子さんからみた

関係で１つ選択） 

子育てを主に行っている方は、「父母ともに」（62.4％）が最も多く、次いで「主に母親」（36.1％）

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「父母ともに」が 5.8％増加し、「主に母親」が 5.5％減少した。 

91.6

85.3

8.0

14.0

0.2

0.7

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

(ｎ＝890)

今回調査

(ｎ＝970)

母親 父親 その他 無回答

87.5

91.1

11.6

8.9

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

(ｎ＝890)

今回調査

(ｎ＝970)

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

56.6

62.4

41.6

36.1

0.4

0.5

0.7

0.3

0.3

0.7

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

(ｎ＝890)

今回調査

(ｎ＝970)

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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２．子どもの育ちをめぐる環境 

【お子さんを預かってもらえる親族・知人の有無】 
問７ 日頃、お子さんをみてもらえる親戚・知人はいますか。 預かってもらうことに関する状況

とあわせてお答えください。（当てはまるものすべてを選択） 

お子さんを預かってもらえる人の有無は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に 

みてもらえる」（60.7％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（22.5％）

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 7.7％減少し、「いずれもいない」

が 3.5％増加した。 

  

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には
祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人･知人がいる

緊急時もしくは用事の際には
子どもをみてもらえる友人･知人がいる

いずれもいない

無回答

22.5

60.7

1.6

9.6

19.3

0.0

30.2

58.1

1.8

13.8

15.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝970） Ｈ30調査（ｎ＝890）
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【預かり先の状況（祖父母等の親族）】 

問７ 預かってもらうことに関する状況をお答えください。（祖父母等の親族） 

（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問７で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる」を選択した方 

「祖父母等の親族に預かってもらえる」方の預かってもらうことに関する状況は、「祖父母等

の負担を心配することなく、安心して預けられる」（46.3％）が最も多く、次いで「親の立場と

して、負担をかけていることが心苦しい」（31.9％）、「祖父母等の身体的負担がとても心配であ

る」（31.8％）、「祖父母等の時間的制約や精神的負担が大きく心配である」（21.9％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「祖父母等の身体的負担がとても心配である」が 3.6％、「親の立場として、負担

をかけていることが心苦しい」が 6.1％増加した。 

  

祖父母等の負担を心配することなく、
安心して預けられる

祖父母等の身体的負担がとても心配である

祖父母等の時間的制約や
精神的負担が大きく心配である

親の立場として、負担をかけていることが
心苦しい

子どもの教育や発達にとって
ふさわしい環境か、少し不安がある

その他

無回答

46.3

31.8

21.9

31.9

7.6

2.7

0.0

49.3

28.2

22.8

25.8

7.7

4.8

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝749） Ｈ30調査（ｎ＝724）
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【預かり先の状況（友人・知人）】 

問７ 預かってもらうことに関する状況をお答えください。（友人・知人） 

（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問７で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」、「緊急時もしくは用事の際

には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」を選択した方 

「友人・知人に預かってもらえる」方の預かってもらうことに関する状況は、「友人・知人の

負担を心配することなく、安心して預けられる」（44.3％）が最も多く、次いで「親の立場とし

て、負担をかけていることが心苦しい」（42.3％）、「友人・知人の時間的制約や精神的負担が大

きく心配である」（19.6％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 9.9％増加した。 

 
 

【相談相手（場所）の有無】 
問８ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人（場所）はいますか（あ

りますか）。 

子育てについて気軽に相談できる人（場所）の有無は、「いる（ある）」が 89.5％、「いない

（ない）」が 10.5％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、相談できる人（場所）が「いない（ない）」が 5.8％増加した。 

  

友人・知人の負担を心配することなく、
安心して預けられる

友人・知人の身体的負担がとても心配である

友人・知人の時間的制約や
精神的負担が大きく心配である

親の立場として、負担をかけていることが
心苦しい

子どもの教育や発達にとって
ふさわしい環境か、少し不安がある

その他

無回答

44.3

11.3

19.6

42.3

3.1

6.2

0.0

45.6

10.3

16.9

32.4

2.9

4.4

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝97） Ｈ30調査（ｎ＝136）

95.1

89.5

4.7

10.5

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

いる(ある) いない(ない) 無回答
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【相談相手（場所）】 
問８ 相談先についてお答えください。（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問８ 相談相手（場所）の有無で「いる（ある）」を選択した方 

子育てについて気軽に相談できる人（場所）が「いる（ある）」方の相談相手（場所）は、「祖

父母・叔父母等の親族」（80.2％）が最も多く、次いで「友人や知人」（71.7％）、「保育士」（25.5％）

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「かかりつけの医師」が 3.1％、「幼稚園教諭」が 1.7％増加し、「祖父母・叔父

母等の親族」が 1.4％、「友人や知人」が 1.3％減少した。 

  

祖父母・叔父母等の親族

友人や知人

保育士

幼稚園教諭

かかりつけの医師

子育て支援施設
（子育て支援拠点、児童館等）

近所の人

こども発達支援センター等

保健所

その他

自治体の子育て関連担当窓口

民生委員･児童委員

無回答

80.2

71.7

25.5

19.8

10.5

7.5

6.2

6.1

4.6

1.6

0.7

0.1

0.0

81.6

73.0

25.3

18.1

7.4

8.6

5.7

5.8

4.0

1.4

0.4

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝868） Ｈ30調査（ｎ＝846）
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３．母親の就労状況 

問９ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。 
（父子家庭などで、母親がいない場合は回答不要です） 

 

【就労状況（母親）】 
問 9-1 母親の「就労状況」と「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就

労時間が一定でない場合はもっとも多いパターンについてお答えください。 

※フルタイムとは１週５日程度、１日８時間程度の就労を、パート・アルバイト等とは

それ以外の就労をいいます。 

母親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（32.4％）

が最も多く、次いで「パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中では

ない」（29.7％）、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（23.4％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 9.7％増加

し、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の割合が 8.6％減少した。 

  

22.7

32.4

7.6

9.5

30.9

29.7

1.1

3.2

32.0

23.4

3.7

1.4

1.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

フルタイムで就労しており、産休･育休･介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイト等で就労しており、産休･育休･介護休業中ではない

パート･アルバイト等で就労しているが、産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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【クロス集計】「母親の就労状況」は、１歳以上になると「フルタイム」、「パート・アルバイト等」に関わ

らず、産休・育休・介護休業中ではないと答えた方の割合が高くなっている。 

 

現在の就労状況（母親） 

 

※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

  

合計 フルタイム
で就労して
おり、産
休･育休･
介護休業
中ではない

フルタイム
で就労して
いるが、産
休･育休･
介護休業
中である

パート･ア
ルバイト等
で就労して
おり、産
休･育休･
介護休業
中ではない

パート･ア
ルバイト等
で就労して
いるが、産
休･育休･
介護休業
中である

以前は就
労していた
が、現在は
就労してい
ない

これまで就
労したこと
がない

無回答

970 314 92 288 31 227 14 4
100.0％ 32.4％ 9.5％ 29.7％ 3.2％ 23.4％ 1.4％ 0.4％

99 2 36 6 12 41 2 -
100.0％ 2.0％ 36.4％ 6.1％ 12.1％ 41.4％ 2.0％ -

160 42 37 33 10 36 2 -
100.0％ 26.3％ 23.1％ 20.6％ 6.3％ 22.5％ 1.3％ -

161 56 8 40 4 52 1 -
100.0％ 34.8％ 5.0％ 24.8％ 2.5％ 32.3％ 0.6％ -

125 39 7 44 2 30 2 1
100.0％ 31.2％ 5.6％ 35.2％ 1.6％ 24.0％ 1.6％ 0.8％

115 59 - 35 1 17 2 1
100.0％ 51.3％ - 30.4％ 0.9％ 14.8％ 1.7％ 0.9％

138 52 3 58 - 21 3 1
100.0％ 37.7％ 2.2％ 42.0％ - 15.2％ 2.2％ 0.7％

170 62 1 72 2 30 2 1
100.0％ 36.5％ 0.6％ 42.4％ 1.2％ 17.6％ 1.2％ 0.6％

2 2 - - - - - -
100.0％ 100.0％ - - - - - -

全 体

年
齢

0歳（R5.4以降）

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答
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【就労日数と就労時間（母親）】 

問 9-1 １週当たりの就労日数と１日当たりの就労時間をお答えください。 

※産休・育休・介護休業中の方は休業に入る前の状況でお答えください。 

◆回答対象者：問 9-1 就労状況（母親）で「フルタイムで就労しており、産休･育休･介護休業中では

ない」、「フルタイムで就労しているが、産休･育休･介護休業中である」、「パート･アルバイト等で就

労しており、産休･育休･介護休業中ではない」、「パート･アルバイト等で就労しているが、産休･育

休･介護休業中である」を選択した方 

１週当たりの就労日数は、「５日」（66.8％）が最も多く、次いで「４日」（13.1％）となった。 

１日当たりの就労時間は、「８時間以上９時間未満」（30.2％）が最も多く、次いで「６時間

以上７時間未満」（18.8％）、「７時間以上８時間未満」（14.8％）となった。 

 

＜１週当たりの就労日数＞               ＜１日当たりの就労時間＞ 

   

Ｈ30 調査と比較すると、１週当たりの就労日数は「５日」が 7.0％増加し、１日当たりの就労時間は、

「６時間以上７時間未満」が 3.5％、「７時間以上８時間未満」が 2.0％、「９時間以上 10 時間未満」が

3.8％増加した。 

  

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.0

2.3

6.2

13.1

66.8

9.2

1.4

0.0

1.1

1.6

5.4

15.0

59.8

14.6

0.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝725）

Ｈ30調査（ｎ＝555）

4時間未満

4時間以上5時間未満

5時間以上6時間未満

6時間以上7時間未満

7時間以上8時間未満

8時間以上9時間未満

9時間以上10時間未満

10時間以上

無回答

2.6

8.0

13.0

18.8

14.8

30.2

9.2

3.4

0.0

2.9

10.5

14.6

15.3

12.8

29.7

5.4

3.2

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝725）

Ｈ30調査（ｎ＝555）
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【フルタイムへの転換希望（母親）】 
問 9-2 問 9-1 で「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」ま

たは「パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」を選択

した方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。 

パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト

等の就労を続けることを希望」（59.6％）が最も多く、次いで「フルタイムへの転換希望はある

が、１年以内に実現できる見込みはない」（32.6％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「フルタイムへの転換希望はあるが、１年以内に実現できる見込みはない」が

4.9％増加した。 

 
 

【就労希望（母親）】 
問 9-3 問 9-1 で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就労したこ

とがない」を選択した方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。 

現在就労していない方の就労希望は、「１年以上先に就労したい」（42.7％）が最も多く、次

いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（30.3％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 5.6％増加した。 

4.2

3.4

27.7

32.6

62.5

59.6

1.8

4.4

3.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝285）

今回調査

（ｎ＝319）

フルタイムへの転換希望があり、１年以内に実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、１年以内に実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

21.4

27.0

43.7

42.7

29.6

30.3

5.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝318）

今回調査

（ｎ＝241）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年以上先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答
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【就労希望時のお子さんの年齢（母親）】 

問 9-3 一番下のお子さんが何歳になったら就労したいか、お子さんの年齢をお答えください。 

◆回答対象者：問 9-3 就労希望（母親）で「１年以上先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに

就労したい」を選択した方 

「１年以上先に就労したい」と回答した方の希望する就労時期は、一番下の子どもが「３歳」

になったころ（37.9％）が最も多く、次いで「７歳」（13.6%）となった。  

 

Ｈ30 調査と比較すると、「３歳」が 11.3％増加し、「６歳」が 9.0％減少した。 

 
 

【希望する就労形態（母親）】 
問 9-3 希望する就労形態についてお答えください。 

◆回答対象者：問 9-3 就労希望で「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選択した方 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した方の希望する就労形態は、「パー

ト・アルバイト等（フルタイム以外）」（84.9％）、「フルタイム」（15.1％）となった。 

 

Ｈ30調査と比較すると、「フルタイム」が1.3％増加し、「パート・アルバイト等」は3.0％減少した。 

  

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳以降

無回答

3.9

9.7

37.9

12.6

5.8

6.8

13.6

9.7

0.0

8.6

10.8

26.6

7.9

2.9

15.8

15.8

8.6

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

今回調査（ｎ＝103） Ｈ30調査（ｎ＝139）

13.8

15.1

81.9

84.9

4.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝94）

今回調査

（ｎ＝73）

フルタイム パート・アルバイト等 無回答
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【パート・アルバイト等として希望する就労日数と就労時間（母親）】 
問 9-3 希望する１週当たりの就労日数と１日当たりの就労時間をお答えください。 

◆回答対象者：問 9-3 希望する就労形態（母親）で「パート・アルバイト等」を選択した方 

「パート・アルバイト等」と回答した方の希望する１週当たりの就労日数は、「４日」（43.5％）

が最も多く、次いで「３日」（37.1%）となった。 

希望する１日当たりの就労時間は「５時間以上６時間未満」（50.0％）が最も多く、次いで「４

時間以上５時間未満」（27.4％）となった。 

 

＜１週当たりの就労日数＞              ＜１日当たりの就労時間＞ 

 

Ｈ30 調査と比較すると、希望する１週当たりの就労日数は「３日」が 15.0％、「４日」が 7.1％増加し、

「５日」は 13.8％減少した。希望する１日当たりの就労時間は「４時間以上５時間未満」が 6.6％、「５

時間以上６時間未満」が 1.9％増加し、「７時間以上８時間未満」が 2.6％減少した。 

  

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.0

3.2

37.1

43.5

16.1

0.0

0.0

0.0

1.3

3.9

22.1

36.4

29.9

1.3

0.0

5.2

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝62）

Ｈ30調査（ｎ＝77）

４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上６時間未満

６時間以上７時間未満

７時間以上８時間未満

８時間以上

無回答

4.8

27.4

50.0

17.7

0.0

0.0

0.0

3.9

20.8

48.1

16.9

2.6

1.3

6.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝62）

Ｈ30調査（ｎ＝77）
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４．父親の就労状況 

問 10 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。 
（母子家庭などで、父親がいない場合は回答不要です） 

 

【就労状況（父親）】 
問 10-1 父親の「就労状況」と「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や

就労時間が一定でない場合はもっとも多いパターンについてお答えください。 

※フルタイムとは１週５日程度、１日８時間程度の就労を、パート・アルバイト等とは

それ以外の就労をいいます。 

父親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、育休・介護休暇中ではない」（88.6％）と

圧倒的に多く、他は「以前は就労していたが、現在は就労していない」（1.3％）、「フルタイム

で就労しているが、育休･介護休業中である」（1.2％）、「パート･アルバイト等で就労しており、

育休･介護休業中ではない」（0.8％）、「これまで就労したことがない」（0.1%）となった。また、

「パート･アルバイト等で就労しているが、育休･介護休業中である」は、該当者がいなかった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が 2.0％増加した。 

 

  

86.6

88.6

0.2

1.2

0.4

0.8

0.0

0.0 0.8

1.3

0.0

0.1

11.9

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

フルタイムで就労しており、育休･介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休･介護休業中である

パート･アルバイト等で就労しており、育休･介護休業中ではない

パート･アルバイト等で就労しているが、育休･介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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【就労日数と就労時間（父親）】 
問 10-1 １週当たりの就労日数と１日当たりの就労時間をお答えください。 

※育休・介護休業中の方は休業に入る前の状況でお答えください。 

◆回答対象者：問 10-1 就労状況（父親）で「フルタイムで就労しており、育休･介護休業中ではない」、

「フルタイムで就労しているが、育休･介護休業中である」、「パート･アルバイト等で就労しており、

育休･介護休業中ではない」、「パート･アルバイト等で就労しているが、産休･育休･介護休業中であ

る」を選択した方 

１週当たりの就労日数は、「５日」（58.2％）が最も多く、次いで「６日」（33.3％）となった。 

１日当たりの就労時間は「８時間以上９時間未満」（43.3％）が最も多く、次いで「10 時間以

上」（31.5％）となった。 

 

＜１週当たりの就労日数＞               ＜１日当たりの就労時間＞ 

   

Ｈ30 調査と比較すると、１週当たりの就労日数では「５日」が 10.5％増加し、「６日」が 8.0％減少し

た。１日当たりの就労時間は「８時間以上９時間未満」が 2.9％、「９時間以上 10 時間未満」が 7.3％そ

れぞれ増加し、「10 時間以上」は 1.4％減少した。 

  

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.7

1.1

1.6

0.7

58.2

33.3

4.2

0.1

0.0

0.1

1.2

0.8

47.7

41.3

4.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝879）

Ｈ30調査（ｎ＝777）

4時間未満

4時間以上5時間未満

5時間以上6時間未満

6時間以上7時間未満

7時間以上8時間未満

8時間以上9時間未満

9時間以上10時間未満

10時間以上

無回答

0.2

0.5

0.0

1.6

3.4

43.3

19.3

31.5

0.1

0.1

0.1

0.1

0.3

3.0

40.4

12.0

32.9

11.1

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝879）

Ｈ30調査（ｎ＝777）
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【フルタイムへの転換希望（父親）】 
問 10-2 問 10-1 で「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」また

は「パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である」を選択した方

にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。 

パート・アルバイト等で就労している方（８名）のフルタイムへの転換希望は、「パート・ア

ルバイト等の就労を続けることを希望」が４名（50.0％）、「フルタイムへの転換希望があり、

１年以内に実現できる見込みがある」が１名（12.5%）、「フルタイムへの転換希望はあるが、１

年以内に実現できる見込みはない」が１名（12.5%）、「パート・アルバイト等をやめて子育てや

家事に専念したい」が１名（12.5%）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「フルタイムへの転換希望があり、１年以内に実現できる見込みがある」が

12.5％減少し、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 50.0％増加した。 

 

  

25.0

12.5

50.0

12.5

0.0

50.0

0.0

12.5

25.0

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝4）

今回調査

（ｎ＝8）

フルタイムへの転換希望があり、１年以内に実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、１年以内に実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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【就労希望（父親）】 
問 10-3 問 10-1 で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就労した

ことがない」を選択した方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。 

現在就労していない方（14 名）の就労希望は、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労した

い」が９名（64.3%）、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が５名（35.7％）

となっており、Ｈ30 調査に続き「１年以上先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労

したい」と回答した方はいなかった。 

 
 
 

【希望する就労形態（父親）】 
問 10-3 希望する就労形態についてお答えください。 

◆回答対象者：問 10-3 就労希望で「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選択した方 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答とした方（９名）の希望する就労形態

は、「フルタイム」が６名（66.7%）、「パート・アルバイト等（フルタイム以外）」が３名（33.3%）

となった。 

 

 

  

14.3

35.7

0.0 0.0

57.1

64.3

28.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝7）

今回調査

（ｎ＝14）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年以上先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

75.0

66.7

0.0

33.3

25.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝4）

今回調査

（ｎ＝9）

フルタイム パート・アルバイト等 無回答
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【パート・アルバイト等として希望する就労日数と就労時間（父親）】 
問 10-3 希望する１週当たりの就労日数と１日当たりの就労時間をお答えください。 

◆回答対象者：問 10-3 希望する就労形態で「パート・アルバイト等」を選択した方 

「パート・アルバイト等」と回答した方（３名）の希望する就労日数は、１週当たり「１日」、

「４日」、「５日」が各１名（各 33.3％）となった。 

希望する１日当たりの就労時間は、「５時間以上６時間未満」が２名（66.7％）、「４時間以上

５時間未満」が１名（33.3％）となった。 

 

なお、Ｈ30 調査では回答対象者はいなかった。 

 

＜１週当たりの就労日数＞               ＜１日当たりの就労時間＞ 

    

  

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

33.3

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝3）

Ｈ30調査（ｎ＝0）

４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上６時間未満

６時間以上７時間未満

７時間以上８時間未満

８時間以上

無回答

0.0

33.3

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝3）

Ｈ30調査（ｎ＝0）
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５．お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

【定期的な教育・保育事業の利用状況】 
問 11 お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用していますか。 

お子さんの現在の定期的な教育・保育事業の利用状況は、「利用している」が 72.4％、「利用

していない」が 27.6％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用している」が 5.7％増加し、「利用していない」が 5.2％減少した。 

 
 

【利用している教育・保育事業の実施場所】 
問 11-1 問 11 で「利用している」を選択した方にうかがいます。 

現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどちらですか。 

幼稚園や保育所などの利用している教育・保育事業の実施場所は、「小樽市内」が 96.2％、

「小樽市外」が 3.8％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「小樽市外」が 2.3％増加した。 

 

  

66.7

72.4

32.8

27.6

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

利用している 利用していない 無回答

97.1

96.2

1.5

3.8

1.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝594）

今回調査

（ｎ＝702）

小樽市内 小樽市外 無回答
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【利用している教育・保育事業】 
問 11-2 お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定

期的に」利用している事業をお答えください。（当てはまるものすべてを選択） 

「定期的な教育・保育事業を利用している」方の実際に利用している教育・保育事業は、「認

可保育所」（39.2％）が最も多く、次いで「幼稚園」（27.9％）、「認定こども園」（25.4％）「幼

稚園の預かり保育」（10.3％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「認定こども園」が 10.9％増加し、「認可保育所」が 3.9％減少した。 

  

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

事業所内保育施設

認可外の保育施設

その他

無回答

27.9

10.3

39.2

25.4

3.4

5.8

1.7

0.0

31.3

9.1

43.1

14.5

5.9

4.0

2.2

1.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝702） Ｈ30調査（ｎ＝594）
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【クロス集計】「平日の定期的な教育・保育の利用状況」を子どもの「年齢別」で見ると、子どもが１歳に

なるころから、教育・保育事業の利用が増え始めている。また、０歳～３歳までは認可保育

所の割合が高いが、４歳、５歳だと幼稚園の割合が増える傾向にある。 

 

「定期的な教育・保育の事業」利用有無 

 

 

年間を通じて平日「定期的に」利用している事業 

 

※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

 

  

合計 利用してい
る

利用してい
ない

970 702 268
100.0％ 72.4％ 27.6％

99 5 94
100.0％ 5.1％ 94.9％

160 69 91
100.0％ 43.1％ 56.9％

161 101 60
100.0％ 62.7％ 37.3％

125 106 19
100.0％ 84.8％ 15.2％

115 112 3
100.0％ 97.4％ 2.6％

138 137 1
100.0％ 99.3％ 0.7％

170 170 -
100.0％ 100.0％ -

2 2 -
100.0％ 100.0％ -

全 体

年
齢

0歳（R5.4以降）

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答

合計 幼稚園 幼稚園の
預かり保育

認可保育
所

認定こども
園

事業所内
保育施設

認可外の
保育施設

その他

702 196 72 275 178 24 41 12
100.0％ 27.9％ 10.3％ 39.2％ 25.4％ 3.4％ 5.8％ 1.7％

5 - - 3 2 - - -
100.0％ - - 60.0％ 40.0％ - - -

69 1 - 41 12 6 10 -
100.0％ 1.4％ - 59.4％ 17.4％ 8.7％ 14.5％ -

101 4 1 54 28 7 11 3
100.0％ 4.0％ 1.0％ 53.5％ 27.7％ 6.9％ 10.9％ 3.0％

106 17 8 47 35 5 5 1
100.0％ 16.0％ 7.5％ 44.3％ 33.0％ 4.7％ 4.7％ 0.9％

112 36 14 41 30 4 4 2
100.0％ 32.1％ 12.5％ 36.6％ 26.8％ 3.6％ 3.6％ 1.8％

137 62 18 39 34 1 3 4
100.0％ 45.3％ 13.1％ 28.5％ 24.8％ 0.7％ 2.2％ 2.9％

170 76 31 49 37 1 7 2
100.0％ 44.7％ 18.2％ 28.8％ 21.8％ 0.6％ 4.1％ 1.2％

2 - - 1 - - 1 -
100.0％ - - 50.0％ - - 50.0％ -

4歳

5歳

無回答

全 体

年
齢

0歳（R5.4以降）

0歳

1歳

2歳

3歳
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【現在の利用時間・希望する利用時間】 
問 11-3 平日に定期的に利用している教育・保育事業について、現在の利用時間と希望する利用

時間をお答えください。 

現在の利用時間についてみると、利用開始時間は「７時 30 分から８時 29 分」（57.0%）が最

も多く、利用終了時間は「16 時 31 分から 17 時 59 分」（54.3％）が最も多い。 

 

 ＜現在の利用開始時間＞             ＜現在の利用終了時間＞ 

  

Ｈ30 調査と比較すると、開始時間は「７時 30 から８時 29分の間」が 6.2％増加し、「８時 30 分以降」が

4.5％減少した。終了時間は「16 時 30 分より前」が 3.6％、「16 時 31 分から 17 時 59 分の間」が 4.8％そ

れぞれ増加し、「18 時 00 分以降」が 3.8％減少した。 

 

希望する利用時間についてみると、希望開始時間は「７時 30 分から８時 29 分」（59.5%）が

最も多く、希望終了時間は「16 時 31 分から 17 時 59 分」（47.9％）が最も多い。 

 

   ＜希望の利用開始時間＞             ＜希望の利用終了時間＞ 

  

Ｈ30 調査と比較すると、開始時間は「７時 30 から８時 29分の間」が 11.2％増加し、終了時間は「16 時

30 分より前」が 3.0％、「16 時 31 分から 17 時 59 分の間」が 9.7％それぞれ増加した。 

 

 
  

7時29分より前

7時30分から
8時29分の間

8時30分以降

無回答

2.7

57.0

40.3

0.0

2.5

50.8

44.8

1.9

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝702）

Ｈ30調査（ｎ＝594）

16時30分より前

16時31分から
17時59分の間

18時00分以降

無回答

39.5

54.3

6.3

0.0

35.9

49.5

10.1

4.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝702）

Ｈ30調査（ｎ＝594）

7時29分より前

7時30分から
8時29分の間

8時30分以降

無回答

11.1

59.5

29.1

0.3

10.3

48.3

30.3

11.1

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝702）

Ｈ30調査（ｎ＝594）

16時30分より前

16時31分から
17時59分の間

18時00分以降

無回答

28.3

47.9

23.6

0.1

25.3

38.2

24.4

12.1

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝702）

Ｈ30調査（ｎ＝594）
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【教育・保育事業を利用している理由】 
問 11-4 平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は何ですか。（当てはまるものす

べてを選択） 

「定期的に教育・保育事業を利用している」方の理由は、「子育てをしている方が現在就労し

ている」（79.8％）が最も多く、次いで「子どもの教育や発達のため」（53.3％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「子育てをしている方が現在就労している」が 7.7％増加した。 

 
  

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定である
／休職中である

子育てをしている方が家族・親族などを
介護している

子育てをしている方が病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

53.3

79.8

3.3

0.7

0.9

0.6

1.1

0.0

56.1

72.1

1.2

0.8

1.2

0.8

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝702） Ｈ30調査（ｎ＝594）
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【教育・保育事業を利用していない理由】 

問 11-5 問 11 で「利用していない」を選択した方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてを選択） 

「定期的な教育・保育事業を利用していない」方の理由は、「子どもがまだ小さいため」（51.5％）

が最も多く、次いで「利用する必要がない」（33.6％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用したいが、保育・教育事業に空きがない」が 10.0％増加し、「子どもがま

だ小さいため」が 12.5％減少した。 

 
  

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で
事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の
時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、
納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため、（　）歳くらい
になったら利用しようと考えている

その他

無回答

33.6

2.6

0.0

17.9

4.1

1.9

4.5

51.5

7.1

0.0

34.6

5.1

0.7

7.9

3.4

1.7

1.0

64.0

12.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝268） Ｈ30調査（ｎ＝292）
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【利用希望時のお子さんの年齢】 

問 11-5 で「子どもがまだ小さいため、（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」を選

択した方は、お子さんが何歳になったら利用したいか年齢をお答えください。 

「子どもがまだ小さいため」と回答した方について、子どもが何歳くらいになったら利用しよ

うと考えているか尋ねた結果、「３歳」（50.0％）が最も多く、次いで「１歳」（36.2％）となっ

た。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、１歳が 9.5％増加した。  

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

無回答

36.2

9.4

50.0

3.6

0.0

0.0

0.7

0.0

26.7

13.4

50.3

5.3

1.1

0.0

0.0

3.2

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝138） Ｈ30調査（ｎ＝187）
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【利用したい教育・保育事業】 
問 12 現在、利用している、利用していないに関わらず、お子さんの平日の教育・保育事業で、

「定期的に」利用したい事業は何ですか。（当てはまるものすべてを選択） 

現在の利用有無に関わらず平日の教育・保育事業で「定期的に」利用したい事業は、「幼稚園」

（43.2％）が最も多く、次いで「認定こども園」（42.7％）、「認可保育所」（41.6％）、「幼稚園の

預かり保育」（27.5％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「認定こども園」が 7.6％増加し、「幼稚園」は 10.5％減少した。今回選択肢に

追加した「ファミリー・サポート・センター」については 6.6％となった。 

  

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

事業所内保育施設

認可外の保育施設

小規模な保育施設

家庭的保育事業

自治体の認証・認定保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

43.2

27.5

41.6

42.7

6.0

4.8

3.9

2.0

1.9

4.8

6.6

2.5

2.7

53.7

30.3

42.0

35.1

10.8

3.8

4.3

1.8

2.0

3.9

1.7

4.4

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝970） Ｈ30調査（ｎ＝890）
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【幼稚園利用の強い希望の有無】 
問 12-1 問 12 で「幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「幼稚園の預かり保育」を選択し、

かつ「認可保育所」～「ファミリー・サポート・センター」を選択した方にうかがいま

す。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望し

ますか。 

幼稚園または保育所等を利用したい方のうち、幼稚園の利用を強く希望する方が65.0％となった。 

 
Ｈ30 調査と比較すると、依然として過半数（65.0％）が強く希望しているものの、その割合は減少傾向

となっている。 

 
 

【教育・保育事業の利用希望場所】 
問 12-2 教育・保育事業を利用したい場所はどちらですか。 

教育・保育事業を利用したい場所は、「小樽市内」が 91.8％、「小樽市外」が 6.6％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「小樽市内」が 10.1％増加した。 

 

  

77.0

65.0

21.1

33.2

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝270）

今回調査

（ｎ＝226）

はい（強く希望する） いいえ 無回答

81.7

91.8

4.8

6.6

13.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝851）

今回調査

（ｎ＝970）

小樽市内 小樽市外 無回答
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【市外を希望した理由】 

問 12-2 で「小樽市外」を選択した方はその理由をお答えください。 

「小樽市外」を希望する理由としては、「利便性（距離が近いなど）」（51.6％）が最も多く、

次いで「勤務地が小樽市以外である」（23.4％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利便性（距離が近いなど）」が 15.0％増加した。 

  

希望する教育・保育事業がない

勤務地が小樽市以外である

利便性（距離が近いなど）

その他

無回答

17.2

23.4

51.6

7.8

0.0

17.1

22.0

36.6

22.0

2.4

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝64） Ｈ30調査（ｎ＝41）
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６．お子さんの土曜日・休日や長期休暇中の教育・保育事業の利用希望 

【教育・保育事業の利用希望】 
問 13 お子さんについて、土・日・祝日及び春・夏・冬休みなどの長期休暇中における定期的な

教育・保育の事業の利用希望はありますか。（一時的な利用は除く）利用希望の有無をお

答えください。 

■土曜日の利用希望について 

土曜日における定期的な教育・保育事業の利用希望は、「利用する必要はない」（43.5％）が

最も多く、次いで「月１～２回利用したい」（33.7％）、「ほぼ毎週利用したい」（22.7％）とな

った。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「月に 1～2 回利用したい」が 2.4％、「利用する必要はない」が 2.5％増加し

た。 

 

■日曜日・祝日の利用希望について 

日曜日・祝日における定期的な教育・保育事業の利用希望は、「利用する必要はない」（73.5％）

が最も多く、次いで「月１～２回利用したい」（21.5％）、「ほぼ毎週利用したい」（4.8％）とな

った。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用する必要はない」が 8.2％増加した。 

 

  

21.3

22.7

31.3

33.7

41.0

43.5

6.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回利用したい 利用する必要はない 無回答

5.8

4.8

20.4

21.5

65.3

73.5

8.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回利用したい 利用する必要はない 無回答
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■長期休暇中の利用希望について（幼稚園利用者のみ回答してください） 

◆回答対象者：問 11-2 教育・保育事業の利用状況で「幼稚園」を選択した方 

春・夏・冬休みなどの長期休暇中における定期的な教育・保育事業の利用希望は、「ほぼ毎日

利用したい」（40.3％）が最も多く、次いで「週に数日利用したい」（37.2％）、「利用する必要

はない」（22.4％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「ほぼ毎日利用したい」が 14.9％増加し、「週に数日利用したい」が 15.1％減少

した。 

 
 

【たまに利用したい理由（土曜日、日曜日・祝日）】 
問 13 たまに利用したい理由は何ですか。（土曜日、日曜日・祝日） 

（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 13 利用希望有無で「月に１～２回利用したい」を選択した方 

土曜日あるいは日曜日・祝日に「月１～２回利用したい」方のたまに利用したい理由は、「月

に数回仕事が入るため」（61.8％）が最も多く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため」（44.0％）、「息抜きのため」（36.0％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「月に数回仕事が入るため」が 5.8％増加した。 

  

25.4

40.3

52.3

37.2

17.6

22.4

4.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝193）

今回調査

（ｎ＝196）

ほぼ毎日利用したい 週に数日利用したい 利用する必要はない 無回答

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事を
まとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

61.8

44.0

1.4

36.0

4.6

0.0

56.0

45.4

2.6

36.6

4.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝414） Ｈ30調査（ｎ＝350）
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【たまに利用したい理由（⾧期休暇中）】 
問 13 たまに利用したい理由は何ですか。（長期休暇中） 

（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 13 利用希望有無で「週に数日利用したい」を選択した方 

長期休暇中に「週に数日利用したい」方のたまに利用したい理由は、「買い物等の用事をまと

めて済ませるため」（52.1％）が最も多く、次いで「息抜きのため」（45.2％）、「週に数回仕事

が入るため」（38.4％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が 16.5％、「息抜きのため」が

9.6％増加し、「週に数回仕事が入るため」が 10.1％減少した。 

  

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

38.4

52.1

5.5

45.2

12.3

0.0

48.5

35.6

2.0

35.6

16.8

3.0

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝73） Ｈ30調査（ｎ＝101）
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７．お子さんの病気の際の対応 

【お子さんの病気やケガによる特別な対応の必要性の有無】 
問 14 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 11 で「利用し

ている」を選択した方）にうかがいます。 

この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の事業が利用できず、仕事を休むなどの対応

をとる必要がありましたか。 

この１年間にお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できず、仕事を休むなどの対応をと

る必要があったかについては、「あった」が 79.9％、「なかった」が 19.8％となった。 

 

Ｈ30調査と比較すると、「あった」が7.7％増加し、「なかった」が4.1％減少した。 

 
 

【この１年間に行った対処方法】 
問 14 問 14 で「必要があった」を選択した方は、この 1 年間に行った対処方法をすべて選択し

てください。（当てはまるものすべてを選択） 

仕事を休むなどの対応をとる必要があった方の対処方法は、「母親が休んだ」（93.4％）が最

も多く、次いで「父親が休んだ」（37.8％）、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもら

った」（29.1％）となった。 

 

Ｈ30調査と比較すると、「父親が休んだ」が13.6％、「母親が休んだ」が6.2％増加し、「父親又は母親のうち

就労していない方が子どもをみた」が7.4％、「親族・知人に子どもをみてもらった」が5.2％減少した。 

72.2

79.9

23.9

19.8

3.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝594）

今回調査

（ｎ＝702）

あった なかった 無回答

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が
子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

37.8

93.4

29.1

4.5

2.1

0.4

1.4

0.9

0.5

24.2

87.2

34.3

11.9

0.5

0.0

1.6

0.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝561） Ｈ30調査（ｎ＝429）



- 34 - 

 

【１年間で対処した日数】 
問 14 おおよその日数をお答えください（半日の場合も１日とカウントしてください）。 

◆回答対象者：問 14 この１年間に行った対処方法でいずれかの選択肢を選択した方 

「父親が休んだ」、「母親が休んだ」、「親族・知人に子どもをみてもらった」と回答した方が大

半を占めた。その具体的な日数については、「父親」と「親族・知人」では「１～５日」が最も

多く、次いで「６～10 日」となったが、「母親」では「６～10 日」が最も多く、次いで「１～

５日」となった。 

 

回答数の多かった上位３つの日数のグラフ 

 

＜父親＞              ＜母親＞            ＜親族・知人＞ 

 

Ｈ30 調査と比較すると、対処した日数は「１～５日」で父親が 14.8％、母親が 18.5％減少し、「６～10

日」で父親が 15.0％、母親が 5.0％それぞれ増加した。 

  

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

67.9

21.7

5.2

5.2

0.0

0.0

0.0

0.0

82.7

6.7

1.9

1.0

0.0

1.9

0.0

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝212）

Ｈ30調査（ｎ＝104）

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

32.6

32.8

11.3

10.7

2.1

7.1

3.4

0.0

51.1

27.8

5.6

3.5

0.0

3.7

0.8

7.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝524）

Ｈ30調査（ｎ＝374）

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

64.4

23.9

3.1

6.7

0.0

0.6

1.2

0.0

62.6

15.0

2.7

3.4

0.0

4.1

1.4

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝163）

Ｈ30調査（ｎ＝147）
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【病児・病後児保育事業の利用意向】 
問 14-1 問 14 で「父親が休んだ」「母親が休んだ」のいずれかを選択した方にうかがいます。 

その際、できれば「病児・病後児保育事業」を利用したいと思われましたか。 

対処方法として、「父親が休んだ」または「母親が休んだ」方の病児・病後児保育事業の利用

意向は、「できれば利用したいと思った」が 38.8％、「利用したいとは思わなかった」が 61.2％

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「できれば利用したいと思った」が 4.3％増加した。 

 

【病児・病後児保育事業の利用希望日数】 
問 14-1 希望日数をお答えください。 

病児・病後児保育事業を「できれば利用したいと思った」方の希望日数は、「１～５日」（53.8％）

が最も多く、次いで「６～10 日」（25.7％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「１～５日」が 3.0％、「６～10 日」が 5.7％、「16～20 日」が 5.9％増加した。 

 

  

34.5

38.8

64.2

61.2

1.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝377）

今回調査

（ｎ＝541）

できれば利用したいと思った 利用したいとは思わなかった 無回答

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

53.8

25.7

4.3

9.0

0.5

4.8

1.9

0.0

50.8

20.0

1.5

3.1

0.0

1.5

0.0

23.1

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝210） Ｈ30調査（ｎ＝130）
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【病児・病後児保育事業で利用希望する事業形態】 
問 14-1 利用したい事業形態をお選びください。（当てはまるものすべてを選択） 

利用したい事業形態は、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」（76.7％）が最も

多く、次いで「他の施設（例：幼稚園、保育園等）に併設した施設で子どもを保育する事業」

（68.1％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」が 13.5％、「地域住民等が

子育て家庭等の身近な場所で保育する事業」が 11.9％増加した。 

 
 

【利用を希望しない理由】 
問 14-1 利用したいと思わなかった理由をお答えください。（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 14-1 病児・病後児保育事業の利用意向で「利用したいと思わなかった」を選択した

方 

病児・病後児保育事業を「利用したいと思わなかった」方の理由は、「病児・病後児を他人に

看てもらうのは不安」（60.7％）が最も多く、次いで「親が仕事を休んで対応する」（46.5％）

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、利用したくない理由として「利便性がよくない」が 11.6％、「利用料がかかる・

高い」が 6.5％増加し、「親が仕事を休んで対処する」が 9.3％減少した。 

 

他の施設に併設した施設で
子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で
子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の
身近な場所で保育する事業

その他

無回答

68.1

76.7

21.9

1.4

0.0

54.6

77.7

10.0

3.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝210） Ｈ30調査（ｎ＝130）

病児･病後児を他人に看てもらうのは不安

地域のサポート事業の質に不安がある

利便性がよくない

利用料がかかる･高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

60.7

10.9

17.8

32.9

16.9

46.5

13.0

0.0

57.0

9.5

6.2

26.4

16.9

55.8

15.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝331） Ｈ30調査（ｎ＝242）
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８．お子さんの不定期の教育・保育事業や、宿泊を伴う一時預かり等の利用 
【不定期に利用している事業の有無】 

問 15 お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の

就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。（当てはまるものすべてを選択） 

不定期に利用している事業については、「利用していない」（82.1％）が最も多く、次いで「幼

稚園の預かり保育」（12.0％）、「一時預かり保育」（4.6％）となった。 

 

Ｈ30調査と比較すると、「一時預かり保育」が1.7％、「幼稚園の預かり保育」が3.0％増加した。 

  

一時預かり保育

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

短期入所生活援助事業（ショートステイ）

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

4.6

12.0

2.2

0.2

0.2

0.3

82.1

0.0

2.9

9.0

1.2

0.2

0.0

0.8

83.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝970） Ｈ30調査（ｎ＝890）
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【不定期に利用している事業の利用日数】 
問 15 １年間の利用日数（おおよそ）をお答えください。 

◆回答対象者：問 15 不定期に利用している教育・保育事業をそれぞれ選択した方 

実際に利用している１年間の日数は、それぞれ「一時預かり保育」で「１～５日」（48.9％）、

「幼稚園の預かり保育」で「31 日以上」（30.2％）、「ファミリー・サポート・センター」で「１

～５日」（71.4%）が最も多かった。 

 

回答数の多かった上位３つの利用事業の日数のグラフ 

＜一時預かり保育＞       ＜幼稚園の預かり保育＞    ＜ファミリー・サポート・センター＞ 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「一時預かり保育」で「31 日以上」が 7.9％、「幼稚園の預かり保育」で「31 日

以上」が 25.2％、「ファミリー・サポート・センター」で「６～10 日」が 14.7％増加した。 

  

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

48.9

6.7

11.1

11.1

2.2

4.4

15.6

0.0

42.3

30.8

0.0

0.0

0.0

11.5

7.7

7.7

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝45）

Ｈ30調査（ｎ＝26）

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

23.3

15.5

7.8

10.3

2.6

10.3

30.2

0.0

38.8

30.0

3.8

7.5

2.5

3.8

5.0

8.8

0% 20% 40%

今回調査（ｎ＝116）

Ｈ30調査（ｎ＝80）

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

71.4

23.8

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

72.7

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝21）

Ｈ30調査（ｎ＝11）
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【事業を利用していない理由】 
問 15-1 問 15 で「利用していない」を選択した方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてを選択） 

「利用していない」方の理由は、「特に利用する必要がない」（68.5％）と最も多く、次いで「利

用料がかかる・高い」（18.3％）、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」（14.2％）とな

った。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「特に利用する必要がない」のみが 7.8％減少し、それ以外の理由はそれぞれや

や増加した。 

 
 

【事業の利用希望有無】 
問 16 お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、問 15 で挙げた事業※を利

用したいと思いますか。 

※一時預かり保育、幼稚園の預かり保育、ファミリー・サポート・センター、短期入所生

活援助事業：ショートステイ、ベビーシッター等 

不定期な事業の利用希望は、「利用したい」が45.5％、「利用する必要はない」が54.5％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用したい」が 6.1％増加した。 

  

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性
（立地、利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる･高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

68.5

8.7

6.8

5.8

18.3

11.6

12.6

14.2

4.9

0.0

76.3

3.1

4.7

4.7

16.4

10.2

8.2

12.3

3.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝796） Ｈ30調査（ｎ＝742）

39.4

45.5

54.8

54.5

5.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

利用したい 利用する必要はない 無回答
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【事業を利用したい理由】 
問 16 利用したい場合は、どのような場合に利用したいですか。なお、事業の利用にあたって

は、一定の利用料がかかります。（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 16 事業の利用希望有無で「利用したい」を選択した方 

「利用したい」方の理由は、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフ

レッシュ目的」（75.1％）が最も多く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院等」（65.3％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 12.0％、「不定期の就労」が

8.4％、「私用、リフレッシュ目的」が 3.6％増加した。 

 
  

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 等

不定期の就労

その他

無回答

75.1

65.3

30.6

1.8

0.0

71.5

53.3

22.2

4.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝441） Ｈ30調査（ｎ＝351）



- 41 - 

 

【事業の利用希望日数】 
問 16 １年間の利用希望日数（おおよそ）をお答えください。 

◆回答対象者：問 16 事業を利用したい理由で「その他」以外を選択した方 

利用したい理由別の希望利用日数は、「私用・リフレッシュ目的」、「冠婚葬祭、学校行事、   

子どもや親の通院等」では、「１～５日」が最も多かった。なお「不定期の就労」では「１～５

日」と「６～10 日」が同率となった。 

＜私用・リフレッシュ＞       ＜冠婚葬祭・学校行事＞         ＜不定期の就労＞ 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「私用・リフレッシュ」で「31 日以上」が 2.9％、「冠婚葬祭・学校行事」で

「31 日以上」が 3.5％、「不定期の就労」で「31 日以上」が 13.6％増加した。 

 
  

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

36.0

23.0

21.1

3.0

5.1

3.3

8.5

0.0

33.1

23.5

17.9

2.0

2.8

2.0

5.6

13.1

0% 10% 20% 30% 40%

今回調査（ｎ＝331）

Ｈ30調査（ｎ＝251）

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

51.4

24.3

11.5

4.5

2.4

2.4

3.5

0.0

47.6

23.5

10.2

1.1

0.5

1.6

0.0

15.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝288）

Ｈ30調査（ｎ＝187）

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答

25.2

25.2

15.6

5.9

3.0

5.2

20.0

0.0

26.9

16.7

6.4

5.1

0.0

7.7

6.4

30.8

0% 10% 20% 30% 40%

今回調査（ｎ＝135）

Ｈ30調査（ｎ＝78）
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【希望する事業形態】 
問 16-1 問 16 で「利用したい」を選択した方にうかがいます。 

問 16 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われま

すか。（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 16 利用希望の有無で「利用したい」を選択した方 

「利用したい」方が望む事業形態は、「大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保

育所等）」（71.7％）が最も多く、次いで「小規模施設で子どもを保育する事業（例：地域子育

て支援拠点等）」（54.4％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「大規模施設で子どもを保育する事業」が 2.5％、「小規模施設で子どもを保育す

る事業」が 12.5％、「地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業」が 5.2％それぞれ増加し

た。 

 
 

【子どもを預ける必要性の有無】 
問 17 保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊りがけで年間

何日くらい家族以外（短期入所生活援助事業：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護

する事業）に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事業の利用希望の有無に

ついてお答えください。 

保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）でお子さんを泊りがけで家族以外に預

ける必要性について、「利用したい」が 9.4％、「利用する必要はない」が 90.6％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用したい」が 7.7％減少し、「利用する必要はない」が 11.0％増加した。 

 
  

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の
近くの場所で保育する事業

その他

無回答

71.7

54.4

30.6

0.7

0.0

69.2

41.9

25.4

2.6

5.4

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝441） Ｈ30調査（ｎ＝351）

17.1

9.4

79.6

90.6

3.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

利用したい 利用する必要はない 無回答
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【子どもを預ける場合の理由】 
問 17 「利用したい」場合は、年間の希望として当てはまるものを選択しそれぞれの泊数をお答

えください。なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 17 子どもを預ける必要性の有無で「利用したい」を選択した方 

保護者の用事により、お子さんを泊りがけで家族以外に預ける場合の理由は「保護者や家族

の病気」（74.7％）が最も多く、次いで「保護者や家族の育児疲れ・不安」（51.6％）、「冠婚葬

祭」（49.5％）となった。 

 

【希望宿泊日数】 
問 17 年間の希望としてそれぞれ泊数をお答えください。 

◆回答対象者：問 17 子どもを預ける場合の理由をそれぞれ選択した方 

お子さんを泊りがけで預ける理由別の年間希望宿泊日数は、すべての理由において「１～５

日」が最も多く、次いで「６～10 日」となった。 

＜冠婚葬祭＞       ＜保護者や家族の育児疲れ・不安＞    ＜保護者や家族の病気＞ 

 

  

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

49.5

51.6

74.7

7.7

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝91）

１～５泊

６～10泊

11～15泊

16～20泊

21～25泊

26～30泊

31泊以上

無回答

95.6

4.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝45）

１～５泊

６～10泊

11～15泊

16～20泊

21～25泊

26～30泊

31泊以上

無回答

74.5

17.0

6.4

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝47）

１～５泊

６～10泊

11～15泊

16～20泊

21～25泊

26～30泊

31泊以上

無回答

66.2

19.1

8.8

4.4

0.0

0.0

1.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝68）
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９．お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況 

【地域子育て支援拠点事業の利用有無】 
問 18 お子さんは、現在、地域子育て支援拠点※事業を利用していますか。 

※地域子育て支援拠点…本市では、地域子育て支援センターげんき（奥沢保育所）、風の

子（赤岩保育所）、あそぼ（銭函保育所）、わくわく広場（朝里幼稚園）の各施設で、子育

て中の親子の交流や育児相談、情報提供等の事業を行っています。 

地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用している」が 8.6％、「利用していない」が 91.4％

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用していない」が 3.5％増加した。 

 
 

【地域子育て支援拠点事業の利用回数】 
問 18 利用している場合は、おおよその利用回数をお答えください。なお、事業の内容によって

は、利用料がかかるものもあります。 

◆回答対象者：問 18 地域子育て支援拠点事業の利用有無で「利用している」を選択した方 

利用回数は「月に１～３回」（51.8％）が最も多く、次いで「週に２回」（27.7％）となった。 

 

Ｈ30調査と比較すると、「週に２回」が9.9％、「月に１～３回」が12.2％増加し、「週に３回以上」が

7.0％、「週に１回」が10.9％減少した。 

  

10.9

8.6

87.9

91.4

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

利用している 利用していない 無回答

週に３回以上

週に２回

週に１回

月に１～３回

無回答

4.8

27.7

15.7

51.8

0.0

11.8

17.8

26.6

39.6

4.1

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝83） Ｈ30調査（ｎ＝169）
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【今後の利用希望有無】 
問 19 今後の地域子育て支援拠点事業の利用希望についてお答えください。 

◆回答対象者：問 18 地域子育て支援拠点事業の利用有無で「利用している」を選択した方 

地域子育て支援拠点事業を「利用している」と回答した方の今後の利用希望は「利用日数を

増やしたい」が 28.9％、「特に希望はない」が 69.9％となった。 

 

 
【利用希望回数】 

問 19-1 利用希望回数（おおよそ）をお答えください。  

◆回答対象者：問 19-1 今後の利用希望で「利用日数を増やしたい」を選択した方 

「利用日数を増やしたい」と回答した方に利用希望回数をうかがったところ、「週に３回以上」

（41.7％）が最も多く、次いで「週に２回」（37.5%）、「週に１回」（20.8%）となった 

 

  

28.9 69.9 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ＝83）

利用日数を増やしたい 特に希望はない 無回答

週に３回以上

週に２回

週に１回

月に１～３回

41.7

37.5

20.8

0.0

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝24）
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【今後の利用希望有無（未利用者）】 
問 19-2 地域子育て支援拠点事業について、今後の利用希望の有無をお答えください。 

◆回答対象者：問 18 地域子育て支援拠点事業の利用有無で「利用していない」を選択した方 

地域子育て支援拠点事業の利用有無で「利用していない」と回答した方の今後の利用希望は、

「これから利用したい」が 13.6％、「特に希望はない」が 86.4％となった。 

 

 

【利用希望回数（未利用者）】 
問 19-2 利用希望回数（おおよそ）をお答えください。 

◆回答対象者：問 19-2 今後の利用希望（未利用者）で「これから利用したい」を選択した方 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用希望で「これから利用したい」と回答した方に利用希

望回数をうかがったところ、「月に１～３回」（66.1％）が最も多く、次いで「週に１回」（19.0％）

となった。 

 

  

13.6 86.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ＝887）

これから利用したい 特に希望はない

週に３回以上

週に２回

週に１回

月に１～３回

5.8

9.1

19.0

66.1

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝121）
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10．お子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方 

本項は調査対象のお子さんが令和６年 4 月に小学校入学予定となる方への質問となります。 
 

【放課後を過ごさせたい場所（１～3 年生）】 

問 20 お子さんが小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。場所と日数について、それぞれお答えく

ださい。（当てはまるものすべてを選択） 

小学校低学年のうち放課後を過ごさせたい場所は、「放課後児童クラブ」（51.8％）が最も多く、

次いで、「自宅」（51.2％）、「習い事」（28.2％）、「祖父母宅や友人・知人宅」（17.6%）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「祖父母宅や友人・知人宅」が 2.7％、「放課後子ども教室」が 4.7％、「放課後

児童クラブ」が 1.8％増加し、「自宅」が 2.9％、「習い事」が 6.9％減少した。 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（児童センター）

放課後子ども教室

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（図書館、公園など）

無回答

51.2

17.6

28.2

10.6

8.8

51.8

0.0

8.2

10.0

0.6

54.1

14.9

35.1

4.1

4.1

50.0

0.0

5.4

14.9

5.4

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝170） Ｈ30調査（ｎ＝74）
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「自宅」、「祖父母宅や友人・知人宅」、「習い事」、「放課後児童クラブ」と回答した方の１週当

たりの利用希望日数は、「自宅」では「５日」（32.2％）、「祖父母宅や友人・知人宅」では「１

日」（30.0％）、「習い事」では「１日」（45.8％）、「放課後児童クラブ」では「５日」（48.9％）

が最も多かった。 

上記以外では、「児童館」では「５日」（50.0％）、「放課後子ども教室」では「１日」、「２日」、

「５日」（それぞれ 26.7％）、「放課後等デイサービス」では「１日」（50.0％）、「その他（図書

館、公園など）」では「１日」（52.9％）が最も多かった。 

 

回答数の多かった上位４つの放課後を過ごさせたい場所のグラフ 

＜自宅＞                  ＜祖父母宅や友人・知人宅＞  

   

＜習い事＞                  ＜放課後児童クラブ＞ 

    

Ｈ30 調査と比較すると、「習い事」の「１日」が 18.9％増加し、「祖父母宅や友人・知人宅」の「１日」

が 15.5％、「２日」が 13.1％減少した。 

 

 

  

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

9.2

13.8

20.7

11.5

32.2

2.3

9.2

1.1

5.0

15.0

25.0

17.5

32.5

0.0

2.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40%

今回調査（ｎ＝87）

Ｈ30調査（ｎ＝40）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

30.0

23.3

10.0

13.3

16.7

3.3

3.3

0.0

45.5

36.4

9.1

0.0

9.1

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝30）

Ｈ30調査（ｎ＝11）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

45.8

35.4

14.6

0.0

2.1

2.1

0.0

0.0

26.9

38.5

19.2

7.7

3.8

0.0

0.0

3.8

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝48）

Ｈ30調査（ｎ＝26）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

3.4

5.7

14.8

18.2

48.9

9.1

0.0

0.0

0.0

8.1

16.2

13.5

56.8

2.7

0.0

2.7

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝88）

Ｈ30調査（ｎ＝37）
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【放課後児童クラブの利用希望時間（１～３年生）】 
問 20 「放課後児童クラブ」の場合は、下校時から何時まで利用したいかお答えください。 

◆回答対象者：問 20 で 放課後を過ごさせたい場所で「放課後児童クラブ」を選択した方 

放課後を過ごさせたい場所として「放課後児童クラブ」と回答した方の利用希望時間は、下

校時から「18 時まで」（30.7％）が最も多く、次いで「17 時まで」（26.1％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「16 時まで」が 6.5％、「18 時まで」が 11.8％、「19 時まで」が 7.0％増加し、

「17 時まで」が 22.5％減少した。 

 

  

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

無回答

22.7

26.1

30.7

20.5

0.0

16.2

48.6

18.9

13.5

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝88） Ｈ30調査（ｎ＝37）
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【放課後を過ごさせたい場所（４～６年生）】 

問 21 お子さんが小学校高学年（４～６年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。場所と日数について、それぞれお答えく

ださい。】（当てはまるものすべてを選択） 

小学校高学年のうち放課後を過ごさせたい場所は、「自宅」（82.9％）が最も多く、次いで「習

い事」（51.8％）、「放課後児童クラブ」（20.6％）、「祖父母宅や友人・知人宅」（19.4％）、「その

他（図書館、公園など）」（14.7％）、となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「自宅」が 5.9％、「習い事」が 3.2％、「放課後児童クラブ」が 3.0％、「放課後

子ども教室」が 3.5％増加した。 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（児童センター）

放課後子ども教室

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（図書館、公園など）

無回答

82.9

19.4

51.8

8.2

7.6

20.6

0.0

7.6

14.7

0.0

77.0

20.3

48.6

6.8

4.1

17.6

0.0

5.4

21.6

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝170） Ｈ30調査（ｎ＝74）
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「自宅」、「祖父母宅や友人・知人宅」、「習い事」、「放課後児童クラブ」と回答した方の１週当

たりの利用希望日数は、「自宅」では「５日」（36.2％）、「祖父母宅や友人・知人宅」では「２

日」（39.4％）、「習い事」では「２日」（40.9％）、「放課後児童クラブ」では「５日」（40.0％）

が最も多かった。 

上記以外では、「児童館」では「５日」（35.7％）、「放課後子ども教室」では「１日」（38.5％）、

「放課後等デイサービス」では「１日」（58.3％）、「その他」では「１日」（44.0％）が最も多か

った。 

 

回答数の多かった上位４つの放課後を過ごさせたい場所のグラフ 

＜自宅＞                   ＜祖父母宅や友人・知人宅＞  

    

＜習い事＞                  ＜放課後児童クラブ＞ 

     

Ｈ30 調査と比較すると、「自宅」の「３日」が 10.7％、「祖父母宅や友人・知人宅」の「１日」が

20.0％、「習い事」の「３日」が 5.1％、「放課後児童クラブ」の「２日」が 7.9％減少し、「自宅」の「５

日」が 9.9％、「祖父母宅や友人・知人宅」の「２日」が 12.7％、「習い事」の「１日」が 9.6％、「２

日」が 7.6％増加した。 

  

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

5.0

20.6

19.1

9.9

36.2

2.8

5.7

0.7

5.3

21.1

29.8

8.8

26.3

1.8

3.5

3.5

0% 10% 20% 30% 40%

今回調査（ｎ＝141）

Ｈ30調査（ｎ＝57）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

33.3

39.4

6.1

6.1

12.1

3.0

0.0

0.0

53.3

26.7

13.3

0.0

6.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝33）

Ｈ30調査（ｎ＝15）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

31.8

40.9

22.7

3.4

0.0

1.1

0.0

0.0

22.2

33.3

27.8

8.3

2.8

0.0

0.0

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝88）

Ｈ30調査（ｎ＝36）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

2.9

22.9

20.0

5.7

40.0

8.6

0.0

0.0

0.0

30.8

15.4

7.7

38.5

0.0

0.0

7.7

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝35）

Ｈ30調査（ｎ＝13）
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【放課後児童クラブの利用希望時間（４～６年生）】 
問 21 「放課後児童クラブ」の場合は、下校時から何時まで利用したいかお答えください。 

◆回答対象者：問 21 で 放課後を過ごさせたい場所で「放課後児童クラブ」を選択した方 

放課後を過ごさせたい場所として「放課後児童クラブ」と回答した方の利用希望時間は、下

校時から「19 時まで」（34.3％）が最も多く、次いで「18 時まで」（25.7％）、「17 時まで」（22.9％）

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「16 時まで」が 1.7％、「18 時まで」が 10.3％、「19 時まで」が 26.6％増加し、

「17 時まで」が 23.3％減少した。 

  

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

無回答

17.1

22.9

25.7

34.3

0.0

15.4

46.2

15.4

7.7

15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝35） Ｈ30調査（ｎ＝13）
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【放課後児童クラブの利用希望】 
問 22 問 20 または問 21 で「放課後児童クラブ」を選択した方にうかがいます。 

お子さんについて、土曜日、日曜日・祝日、長期休業期間（春・夏・冬休み）中の放課後児

童クラブの利用希望はありますか。（事業の利用には、前記のとおり一定の利用料がかかり

ます）利用希望の有無と利用したい時間帯について、それぞれお答えください。 

■問 22 土曜日の利用希望について 

土曜日の放課後児童クラブの利用希望は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（38.2％）

（34 名）が最も多く、次いで「利用する必要はない」（37.1％）（33 名）となった。 

利用したい時間帯は、開始時間「8 時～8 時 59 分」（50.0％）（28 名）、終了時間「18 時～18

時 59 分」（28.6％）（16 名）が最も多い。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 17.1％、「高学年（６年生）まで

利用したい」が 8.2％増加し、「利用する必要はない」が 12.9％減少した。 

 
放課後児童クラブの学年別利用希望時間（土曜日） 

 
※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４年生）まで利用したい

高学年（５年生）まで利用したい

高学年（６年生）まで利用したい

利用する必要はない

無回答

38.2

11.2

0.0

13.5

37.1

0.0

21.1

15.8

2.6

5.3

50.0

5.3

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝89） Ｈ30調査（ｎ＝38）

Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30

8時前 2 0 0 0 0 0 2 0 4 0

8時～8時59分 17 4 8 2 0 1 3 1 28 8

9時～9時59分 9 3 2 1 0 0 7 1 18 5

10時以降 6 1 0 1 0 0 0 0 6 2

無回答 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

総計 34 8 10 6 0 1 12 2 56 17

Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30

15時前 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

15時～15時59分 3 1 2 0 0 0 0 0 5 1

16時～16時59分 7 1 2 1 0 0 2 0 11 2

17時～17時59分 9 3 3 2 0 1 2 2 14 8

18時～18時59分 10 2 1 0 0 0 5 0 16 2

19時以降 4 0 2 1 0 0 3 0 9 1

無回答 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

総計 34 8 10 6 0 1 12 2 56 17

合計

合計

開始時間
1～3年生 4年生 5年生 6年生

終了時間
1～3年生 4年生 5年生 6年生
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■問 22 日曜日・祝日の利用希望について 

日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用希望は、「利用する必要はない」（79.8％）（71 名）が

最も多く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（13.5％）（12 名）となった。 

利用したい時間帯は、開始時間「8 時～8 時 59 分」（61.1％）（11 名）、終了時間「17 時～17

時 59 分」（33.3％）（６名）が最も多い。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用する必要はない」が 11.4％増加し、「高学年（４年生）まで利用したい」

が 6.8％減少した。 

 
放課後児童クラブの学年別利用希望時間（日曜日・祝日） 

 

※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

  

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４年生）まで利用したい

高学年（５年生）まで利用したい

高学年（６年生）まで利用したい

利用する必要はない

無回答

13.5

1.1

2.2

3.4

79.8

0.0

10.5

7.9

0.0

2.6

68.4

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝89） Ｈ30調査（ｎ＝38）

Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30

8時前 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

8時～8時59分 6 3 1 1 2 0 2 0 11 4

9時～9時59分 4 0 0 1 0 0 0 1 4 2

10時以降 1 1 0 0 0 0 1 0 2 1

無回答 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

総計 12 4 1 3 2 0 3 1 18 8

Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30

15時前 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0

15時～15時59分 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

16時～16時59分 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0

17時～17時59分 4 2 1 1 1 0 0 1 6 4

18時～18時59分 3 1 0 0 0 0 1 0 4 1

19時以降 1 0 0 1 1 0 0 0 2 1

無回答 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

総計 12 4 1 3 2 0 3 1 18 8

合計

合計

開始時間
1～3年生 4年生 5年生 6年生

終了時間
1～3年生 4年生 5年生 6年生
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■問 22 長期休業期間中の利用希望について 

長期休業期間の放課後児童クラブの利用希望は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」

（47.2％）が最も多く、次いで「高学年（６年生）まで利用したい」（23.6％）、「利用する必要

はない」（13.5％）となった。 

利用したい時間帯は、開始時間「8 時～8 時 59 分」（57.1％）（44 名）、終了時間「18 時～18

時 59 分」（31.2％）（24 名）が最も多い。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「高学年（４年生）まで利用したい」が 6.0％、「高学年（５年生）まで利用した

い」が 4.5％減少し、「高学年（６年生）まで利用したい」が 7.8％増加していることから、利用希望の高

学年化の傾向が見られる。また、低学年の利用希望に大きな変化は見られない。 

 
放課後児童クラブの学年別利用希望時間（⾧期休業期間中） 

 

※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

 

  

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４年生）まで利用したい

高学年（５年生）まで利用したい

高学年（６年生）まで利用したい

利用する必要はない

無回答

47.2

12.4

3.4

23.6

13.5

0.0

50.0

18.4

7.9

15.8

2.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝89） Ｈ30調査（ｎ＝38）

Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30

8時前 4 0 0 0 0 0 3 0 7 0

8時～8時59分 25 7 9 4 3 3 7 4 44 18

9時～9時59分 12 9 2 1 0 0 10 2 24 12

10時以降 1 1 0 1 0 0 1 0 2 2

無回答 0 2 0 1 0 0 0 0 0 3

総計 42 19 11 7 3 3 21 6 77 35

Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30 Ｒ５ Ｈ30

15時前 1 1 0 0 0 0 1 0 2 1

15時～15時59分 4 2 2 0 0 0 0 0 6 2

16時～16時59分 9 1 3 0 0 0 3 1 15 2

17時～17時59分 9 12 3 4 1 2 3 3 16 21

18時～18時59分 14 2 1 1 1 1 8 1 24 5

19時以降 5 0 2 1 1 0 6 1 14 2

無回答 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

総計 42 19 11 7 3 3 21 6 77 35

合計

合計

開始時間
1～3年生 4年生 5年生 6年生

終了時間
1～3年生 4年生 5年生 6年生
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11．育児休業や短時間勤務制度など、職場の両立支援制度について 

【育児休業の取得有無】 
問 23 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

■母親の取得状況 

母親の育児休業の取得状況は、「取得した（取得中である）」（46.9％）が最も多く、次いで「働

いていなかった」（35.5％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「取得した（取得中である）」が 13.8％増加し、「働いていなかった」が 14.4％

減少した。 

 

■父親の取得状況 

父親の育児休業の取得状況は、「取得していない」が 79.0％と圧倒的に多く、「取得した（取

得中である）」は 13.1％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「取得した（取得中である）」が 11.4％増加し、「取得していない」が 7.9％減少

した。 

  

49.9

35.5

33.1

46.9

14.6

16.8

2.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

1.0

3.4

1.7

13.1

86.9

79.0

10.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答
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【育児休業を取得していない理由】 
問 23 取得していない理由をお選びください。（当てはまるものすべてを選択） 

◆回答対象者：問 23 育児休業の取得有無で「取得していない」を選択した方 

■取得していない理由（母親） 

母親で育児休業を「取得していない」方の理由は、「子育てや家事に専念するため退職した」

（28.2％）が最も多く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（22.1％）、「仕

事が忙しかった」（21.5％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「子育てや家事に専念するために退職した」が 11.0％、「職場に育児休業の制度

がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 4.2％減少し、「職場に育児休暇を取りにくい雰囲気があっ

た」が 5.9％、「仕事が忙しかった」が 13.0％増加した。 

 

  

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、
制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を
満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を
取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

22.1

21.5

3.1

7.4

0.6

12.9

3.7

1.2

7.4

28.2

13.5

4.3

2.5

0.0

18.4

0.0

16.2

8.5

8.5

9.2

0.8

10.8

4.6

0.8

8.5

39.2

17.7

3.8

0.8

2.3

19.2

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝163） Ｈ30調査（ｎ＝130）
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■取得していない理由（父親） 

父親で育児休業を「取得していない」方の理由は、「仕事が忙しかった」（44.9％）が最も多

く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（42.0％）、「収入減となり、経済的

に苦しくなる」（33.9％）、「配偶者が育児休業制度を利用した」（21.5％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「制度を利用する必要がなかった」が 15.2％減少し、「職場に育児休業を取りに

くい雰囲気があった」が 14.4％、「仕事が忙しかった」が 8.3％、「収入減となり、経済的に苦しくなる」

が 8.4％増加した。 

  

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、
制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を
満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を
取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

42.0

44.9

0.3

3.4

5.1

33.9

1.8

21.5

16.4

0.5

14.0

0.8

3.4

0.0

9.9

0.0

27.6

36.6

0.4

3.1

4.5

25.5

1.7

20.8

31.6

0.4

11.9

0.1

1.7

0.0

6.7

10.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝766） Ｈ30調査（ｎ＝773）



- 59 - 

 

【職場復帰の有無】 
問 24 問 23 で「取得した（取得中である）」を選択した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

■母親の職場復帰状況 

母親で育児休業を「取得した（取得中である）」方の職場復帰状況については、「育児休業取

得後、職場に復帰した」が 74.5％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 4.3％増加した。 

 

■父親の職場復帰状況 

父親で育児休業を「取得した（取得中である）」方の職場復帰状況については、「育児休業取

得後、職場に復帰した」が 88.2％となった。 

 

  

70.2

74.5

19.3

20.4

6.1

5.1

4.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝295）

今回調査

（ｎ＝455）

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答

66.7

88.2

13.3

9.4

0.0

2.4

20.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝15）

今回調査

（ｎ＝127）

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答



- 60 - 

 

※問 25-1～問 25-6 までは、問 24 で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうか
がいます。 

 
【育児休業から職場復帰へのタイミング】 

問 25-1 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでし

たか、あるいはそれ以外でしたか。 

※年度初めでの認可保育所入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保

育施設に入所した場合なども「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」に当て

はまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望する保育所

に入所できなかったという場合も「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」を

選択してください。 

 

■職場復帰へのタイミング（母親） 

母親で「育児休業取得後、職場に復帰した」方の職場復帰のタイミングは、「年度初めの入所

に合わせたタイミングだった」が 41.9％、「それ以外だった」が 58.1％となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 9.5％増加した。 

 

■職場復帰へのタイミング（父親） 

父親で「育児休業取得後、職場に復帰した」方の職場復帰のタイミングは、「年度初めの入所

に合わせたタイミングだった」が 20.5％、「それ以外だった」が 79.5％となった。 

 

  

32.4

41.9

67.6

58.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝207）

今回調査

（ｎ＝339）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった

0.0

20.5

100.0

79.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝10）

今回調査

（ｎ＝112）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった
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【育児休業の実際の取得期間と希望の取得期間】 
問 25-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、

お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。 

■実際の取得期間と希望の取得期間（母親） 

母親が職場復帰した時期は、子どもが「１歳～１歳６ヶ月未満」（47.8％）の頃が最も多く、

次いで「６ヶ月～１歳未満」（30.1％）の頃となった。希望する育児休業の取得期間は、「１歳

～１歳６ヶ月未満」（44.2％）が最も多く、次いで「２歳以上」（20.1％）となった。 

 

 

【参考：Ｈ30 調査の集計結果】 

 

Ｈ30 調査と比較すると、実際の職場復帰は「１歳～１歳６ヶ月未満」が 11.1％増加し、「６ヶ月未満」が

7.7％、「６ヶ月～１歳未満」が 1.3％減少した。希望する育児休業の取得期間は「６ヶ月未満」が 5.0％

減少し、「1 歳～1 歳 6 か月未満」が 4.1％、「６ヶ月～１歳未満」が 3.5％増加した。 

  

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳以上

無回答

12.1

30.1

47.8

5.6

4.4

0.0

4.7

16.5

44.2

14.5

20.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査：実際（ｎ＝339） 今回調査：希望（ｎ＝339）

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳以上

無回答

19.8

31.4

36.7

6.3

5.8

0.0

9.7

13.0

40.1

14.0

19.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

Ｈ30調査：実際（ｎ＝207） Ｈ30調査：希望（ｎ＝207）
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■実際の取得期間と希望の取得期間（父親） 

父親が職場復帰した時期は、子どもが「６ヶ月未満」（73.2％）が最も多く、希望する育児休

業の取得期間は、子どもが「６ヶ月未満」（46.4％）が最も多かった。 

 

 

【参考：Ｈ30 調査の集計結果】 

 

 

 

  

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳以上

無回答

73.2

8.9

13.4

1.8

2.7

0.0

46.4

14.3

18.8

7.1

13.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査：実際（ｎ＝112） 今回調査：希望（ｎ＝112）

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳以上

無回答

70.0

20.0

10.0

0.0

0.0

0.0

80.0

10.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査：実際（ｎ＝10） Ｈ30調査：希望（ｎ＝10）
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【早く復帰した理由】 
問 25-3 希望より早く復帰した理由についてお答えください。（当てはまるものすべてを選択） 

■希望より早く復帰した理由（母親） 

◆回答対象者：問 25-2 実際の職場復帰時期について（母親）で希望より早く復帰した方 

母親が希望より早く復帰した理由は、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（38.0％）

が最も多く、次いで「希望する保育所に入るため」（34.4％）、「人事異動や業務の節目の時期に

合わせるため」（19.0％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「希望する保育所に入るため」が 8.3％増加し、「経済的な理由で早く復帰する必

要があった」が 5.2％減少した。 

 

■希望より早く復帰した理由（父親） 

◆回答対象者：問 25-2 実際の職場復帰時期について（父親）で希望より早く復帰した方 

父親が希望より早く復帰した理由は、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（46.7％）

が最も多く、次いで「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」（20.0％）、「その他」（25.0％）

となった。 

なお、Ｈ30 調査では回答対象者はいなかった。 

 

  

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

34.4

2.5

38.0

19.0

10.4

19.6

26.1

2.7

43.2

22.5

21.6

5.4

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝163） Ｈ30調査（ｎ＝111）

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

11.7

5.0

46.7

20.0

25.0

13.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

今回調査（ｎ＝60） Ｈ30調査（ｎ＝0）
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【遅く復帰した理由】 
問 25-3 希望より遅く復帰した理由についてお答えください。（当てはまるものすべてを選択） 

■希望より遅く復帰した理由（母親） 

◆回答対象者：問 25-2 実際の職場復帰時期（母親）について希望より遅く復帰した方 

母親が希望より遅く復帰した理由は、全体 33 名の内「希望する保育所に入れなかったため」

（75.8％）（25 名）が最も多くなった。 

 
 

■希望より遅く復帰した理由（父親） 

◆回答対象者：問 25-2 実際の職場復帰時期（父親）について希望より遅く復帰した方 

父親が希望より遅く復帰した理由は、全３名の内、「希望する保育所に入れなかったため」

（100.0％）（３名）となった。 

 

  

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

75.8

3.0

3.0

0.0

0.0

6.1

18.2

62.5

0.0

0.0

12.5

12.5

0.0

25.0

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝33） Ｈ30調査（ｎ＝8）

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝3） Ｈ30調査（ｎ＝1）
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【育児休暇が３歳まで取得できる場合に希望する復帰時期のお子さんの年齢】 
問 25-4 お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」とし

てはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。 

■育児休暇希望時期とするお子さんの年齢（母親） 

母親が育児休業希望時期とするお子さんの年齢は「２歳以上～３歳未満」（32.7％）が最も多

く、次いで「１歳～１歳６ヶ月未満」（23.0％）となった。 

 

Ｈ30調査と比較すると、「６ヶ月～１歳未満」が1.1％、「２歳以上～３歳未満」が1.3％、「３歳以上～４歳未

満」が3.8％増加し、「１歳～１歳６ヶ月未満」が2.6％減少した。６ヶ月から２歳未満が減少傾向、２歳から４

歳が増加傾向となっている。 

 

■育児休暇希望時期とするお子さんの年齢（父親） 

父親が育児休業希望時期とするお子さんの年齢は「２歳以上～３歳未満」（28.6％）が最も多

く、次いで「６ヶ月未満」（25.9％）となった。 

 

  

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳以上～３歳未満

３歳以上～４歳未満

無回答

3.5

7.4

23.0

19.5

32.7

13.9

0.0

3.9

6.3

25.6

20.3

31.4

10.1

2.4

0% 20% 40%

今回調査（ｎ＝339） Ｈ30調査（ｎ＝207）

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳以上～３歳未満

３歳以上～４歳未満

無回答

25.9

13.4

14.3

8.9

28.6

8.9

0.0

20.0

10.0

30.0

20.0

0.0

0.0

20.0

0% 20% 40%

今回調査（ｎ＝112） Ｈ30調査（ｎ＝10）
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【職場復帰時の短時間勤務制度の利用有無】 
問 25-5 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

■短時間勤務制度の利用有無（母親） 

母親の職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況は「利用した」（45.7％）が最も多く、

次いで「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともとフルタイムだった）」

（30.7％）、「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」（23.6％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用する必要がなかった」が 2.7％、「利用した」が 9.0％増加し、「利用した

かったが、利用しなかった」が 9.7％減少した。 

 

■短時間勤務制度の利用有無（父親） 

父親の職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況は「利用する必要がなかった（フルタ

イムで働きたかった、もともとフルタイムだった）」（66.1％）が最も多く、次いで「利用した

かったが、利用しなかった（利用できなかった）」（21.4％）、「利用した」（12.5％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「利用する必要がなかった」が 13.9％減少し、「利用した」が 12.5％、「利用し

たかったが、利用しなかった」が 11.4％増加した。 

  

利用する必要がなかった

利用した

利用したかったが、利用しなかった

無回答

30.7

45.7

23.6

0.0

28.0

36.7

33.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査（ｎ＝339） Ｈ30調査（ｎ＝207）

利用する必要がなかった

利用した

利用したかったが、利用しなかった

無回答

66.1

12.5

21.4

0.0

80.0

0.0

10.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝112） Ｈ30調査（ｎ＝10）
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【短時間勤務制度を利用しなかった理由】 
問 25-6 問 25-5 で「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」を選択した方に

うかがいます。 

短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。（当てはまるものすべてを選択） 

■利用しなかった理由（母親） 

母親における短時間勤務制度の「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」

方の理由は、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」（48.8％）が最も多く、次

いで「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」（38.8％）、「職場に短時間勤

務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」（26.3％）、「仕事が忙しかった」（23.8％）、

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 9.2％、「仕事が忙しか

った」が 11.0％減少し、「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」が 5.5％、「職場に

短時間勤務制度がなかった」が 13.3％増加した。 

  

職場に短時間勤務制度を取りにくい
雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され、
経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育所の
入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や
短時間勤務制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを
知らなかった

その他

無回答

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、
制度を利用する必要がなかった

48.8

23.8

38.8

10.0

0.0

0.0

1.3

26.3

7.5

5.0

0.0

58.0

34.8

33.3

5.8

0.0

1.4

0.0

13.0

13.0

10.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝80） Ｈ30調査（ｎ＝69）
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■利用しなかった理由（父親） 

父親における短時間勤務制度の「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」

方の理由は、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」（70.8％）が最も多く、次

いで「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」（50.0％）、「仕事が忙しかっ

た」（45.8％）となり、「短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる」と「職場

に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が同率（16.7％）となった。 

なお、Ｈ30 調査では回答対象者は１名（無回答）であった。 

 

  

職場に短時間勤務制度を取りにくい
雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され、
経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育所の
入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や
短時間勤務制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを
知らなかった

その他

無回答

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、
制度を利用する必要がなかった

70.8

45.8

50.0

16.7

0.0

0.0

4.2

16.7

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（ｎ＝24） Ｈ30調査（ｎ＝1）
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【１歳になるまでの育児休業の取得希望有無】 
問 26 問 24 で「現在も育児休業中である」を選択した方にうかがいます。 

お子さんが１歳になったときに預けられる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得

しますか。または、このような事業があっても１歳になる前に復帰しますか。 

■取得希望の有無（母親） 

「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 83.9％、「1 歳になる前に復帰したい」が 16.1％

となった。 

 

Ｈ30 調査と比較するにあたり、Ｈ30 調査の無回答を除くと「１歳になるまで育児休業を取得したい」は

0.3％増加し、「１歳になる前に復帰したい」は 0.2％減少しており、大きな変化は見られない。 

 

■取得希望の有無（父親） 

「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 58.3％、「１歳になる前に復帰したい」が 41.7％

となった。 

 

  

80.7

83.9

15.8

16.1

3.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝57）

今回調査

（ｎ＝93）

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

50.0

58.3

0.0

41.7

50.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝2）

今回調査

（ｎ＝12）

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答
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12．その他 

【理想の子どもの人数】 
問 27 理想とするお子さんの人数は何人ですか。 

理想と考える子どもの人数は、「２人」（45.5％）が最も多く、次いで「３人」（38.0％）、「４

人以上」（11.0％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「１人」が 2.0％、「４人以上」がそれぞれ 4.7％増加し、「２人」が 6.0％減少し

た。 

 
 

【理想の人数よりも少ない理由】 
問 28 お子さんの実際の人数（これからの予定がある場合も含む）が理想とする人数より少ない

方にお聞きします。 

お子さんの実際の人数（これからの予定がある場合も含む）が理想とする人数より少ない

理由はなんですか。（主なもの３つまで選択） 

◆回答対象者：問 3 きょうだいの数が問 27 理想とするお子さんの人数より少ない方 

実際の子どもの人数が理想の人数より少ない理由は、「子育てや教育にかかる費用が高い」

（58.2％）が最も多く、次いで「子育てと仕事の両立が難しい」（39.7％）、「出産や子育てをす

る年齢に不安がある」（27.9％）、「子育ての心理的・身体的負担が大きい」（26.9％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「子育てや教育にかかる費用が高い」が 3.6％、「子育てと仕事の両立が難しい」

が 7.2％増加し、「出産や子育てをする年齢に不安がある」が 9.8％減少した。 

3.4

5.4

51.5

45.5

37.8

38.0

6.3

11.0

1.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

配偶者の理解や子育ての協力が得られない

親の協力が得られない

子育てや教育にかかる費用が高い

子育てと仕事の両立が難しい

子育ての心理的・身体的負担が大きい

出産や子育てをする年齢に不安がある

その他

無回答

7.7

7.9

58.2

39.7

26.9

27.9

15.1

10.2

9.2

9.9

54.6

32.5

29.4

37.7

21.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝610） Ｈ30調査（ｎ＝456）
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【子育て環境や支援への満足度】 
問 29 本市の子育ての環境や支援への満足度について、お答えください。 

本市の子育ての環境や支援への満足度は、「どちらでもない」（32.4％）が最も多く、次いで

「満足度が低い」（28.1％）、「満足度がやや低い」（26.8％）となった。 

 

Ｈ30 調査と比較すると、「満足度が低い」が 4.6％、「満足度がやや高い」が 4.0％、「満足度が高い」が

1.0％増加し、「満足度がやや低い」が 6.2％減少した。 

 

【クロス集計】 市の「子育て支援の満足度」を子どもの「年齢別」で見ると、「満足度が低い」と「満足度がやや低

い」の割合を足した値は、「０歳（R5.4 未満）」で５割を切っており、「４歳」で６割を超えている。他

の年齢は５割台となっている。 

 

本市の子育ての環境や支援への満足度について 

 

※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

  

23.5

28.1

33.0

26.8

32.7

32.4

6.9

10.9

0.6

1.6

3.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30調査

（ｎ＝890）

今回調査

（ｎ＝970）

満足度が低い 満足度がやや低い どちらでもない

満足度がやや高い 満足度が高い 無回答

合計 満足度が
低い

満足度が
やや低い

どちらでも
ない

満足度が
やや高い

満足度が
高い

無回答

970 273 260 314 106 16 1
100.0％ 28.1％ 26.8％ 32.4％ 10.9％ 1.6％ 0.1％

99 20 24 41 13 1 -
100.0％ 20.2％ 24.2％ 41.4％ 13.1％ 1.0％ -

160 35 46 47 27 5 -
100.0％ 21.9％ 28.8％ 29.4％ 16.9％ 3.1％ -

161 45 45 53 14 4 -
100.0％ 28.0％ 28.0％ 32.9％ 8.7％ 2.5％ -

125 38 34 35 15 3 -
100.0％ 30.4％ 27.2％ 28.0％ 12.0％ 2.4％ -

115 39 28 40 8 - -
100.0％ 33.9％ 24.3％ 34.8％ 7.0％ - -

138 43 40 42 12 1 -
100.0％ 31.2％ 29.0％ 30.4％ 8.7％ 0.7％ -

170 53 43 55 16 2 1
100.0％ 31.2％ 25.3％ 32.4％ 9.4％ 1.2％ 0.6％

2 - - 1 1 - -
100.0％ - - 50.0％ 50.0％ - -

全 体

年
齢

0歳（R5.4以降）

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答
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【少子化対策に向けて重要だと思うサポート】 
問 30 小樽市の少子化対策に向けて、結婚や出産、子育てしやすい環境をつくるには、どのよう

なサポートが重要と思いますか。（主なもの５つまで選択） 

少子化対策に向けて重要なことは、「子育てに係る経済的な支援」（69.4％）が最も多く、次

いで「結婚や出産、子育てがしやすい税制や社会保障の充実」（60.4％）、「出産施設や周産期医

療体制の充実」（40.2％）、「妊娠・出産時の経済的負担の軽減」（39.0％）、「子どもが安心して

過ごせる公園や施設などの環境の整備」（37.3％）となった。 

 

  

男女の出会いの場の提供や結婚に関する相談体制の充実

夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実

結婚や出産、子育てがしやすい税制や社会保障の充実

安定した住居の供給、住宅に対する補助支援

出産施設や周産期医療体制の充実

妊娠・出産・子育てに関する相談・地域のサポート体制の充実

妊娠・出産時の経済的負担の軽減

子育てに係る経済的な支援

産休・育休制度の充実

長時間労働の是正、有給休暇の取得促進など、
自由な時間や育児時間の確保

保育所・児童館の整備やサービス内容の充実

学校などの教育環境の充実

子どもの安全を確保する対策の充実
（交通事故や犯罪、インターネット・SNSによるトラブルなどへの対策）

小児救急など安心して子どもが医療機関を
利用できる体制

子どもが安心して過ごせる公園や施設などの
環境の整備

親子が安心して集まって交流ができる場などの整備

市内施設における授乳・おむつ替えスペースの整備

その他

無回答

3.8

34.8

60.4

34.5

40.2

16.5

39.0

69.4

11.6

12.4

24.2

12.2

4.1

32.3

37.3

5.1

7.2

3.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（ｎ＝970）
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【クロス集計】「市の少子化対策に向けて、どのようなサポートが重要か」を子どもの「年齢別」で見ると、どの 

年齢でも、「子育てに係る経済的な支援」の割合が高く、次いで「結婚や出産、子育てがしやす 

い税制や社会保障の充実」の割合が高くなった。 

 

小樽市の少子化対策に向けて、結婚や出産、子育てしやすい環境をつくるための重要なサポート

について 

 

 

 

※網掛け部分については各集計の最大値を表示 

 

  

合計 男女の出
会いの場
の提供や
結婚に関
する相談
体制の充
実

夫婦がとも
に働き続け
られるよう
な職場環
境の充実

結婚や出
産、子育て
がしやすい
税制や社
会保障の
充実

安定した住
居の供給、
住宅に対
する補助
支援

出産施設
や周産期
医療体制
の充実

妊娠・出
産・子育て
に関する相
談・地域の
サポート体
制の充実

妊娠・出産
時の経済
的負担の
軽減

子育てに
係る経済
的な支援

産休・育休
制度の充
実

長時間労
働の是正、
有給休暇
の取得促
進など、自
由な時間
や育児時
間の確保

970 37 338 586 335 390 160 378 673 113 120
100.0％ 3.8％ 34.8％ 60.4％ 34.5％ 40.2％ 16.5％ 39.0％ 69.4％ 11.6％ 12.4％

99 2 23 61 29 41 19 49 79 19 8
100.0％ 2.0％ 23.2％ 61.6％ 29.3％ 41.4％ 19.2％ 49.5％ 79.8％ 19.2％ 8.1％

160 7 45 97 49 72 32 75 106 26 15
100.0％ 4.4％ 28.1％ 60.6％ 30.6％ 45.0％ 20.0％ 46.9％ 66.3％ 16.3％ 9.4％

161 6 71 101 57 64 27 73 113 19 26
100.0％ 3.7％ 44.1％ 62.7％ 35.4％ 39.8％ 16.8％ 45.3％ 70.2％ 11.8％ 16.1％

125 4 44 80 48 48 16 49 94 16 17
100.0％ 3.2％ 35.2％ 64.0％ 38.4％ 38.4％ 12.8％ 39.2％ 75.2％ 12.8％ 13.6％

115 3 41 66 43 52 19 42 76 11 12
100.0％ 2.6％ 35.7％ 57.4％ 37.4％ 45.2％ 16.5％ 36.5％ 66.1％ 9.6％ 10.4％

138 11 54 86 45 40 19 34 88 14 25
100.0％ 8.0％ 39.1％ 62.3％ 32.6％ 29.0％ 13.8％ 24.6％ 63.8％ 10.1％ 18.1％

170 4 59 94 64 73 28 56 116 8 17
100.0％ 2.4％ 34.7％ 55.3％ 37.6％ 42.9％ 16.5％ 32.9％ 68.2％ 4.7％ 10.0％

2 - 1 1 - - - - 1 - -
100.0％ - 50.0％ 50.0％ - - - - 50.0％ - -

年
齢

0歳（R5.4以降）

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答

全 体

合計 保育所・児
童館の整
備やサー
ビス内容の
充実

学校などの
教育環境
の充実

子どもの安
全を確保す
る対策の
充実（交通
事故や犯
罪、イン
ターネット・
SNSによる
トラブルな
どへの対
策）

小児救急
など安心し
て子どもが
医療機関
を利用でき
る体制

子どもが安
心して過ご
せる公園
や施設など
の環境の
整備

親子が安
心して集
まって交流
ができる場
などの整備

市内施設
における授
乳・おむつ
替えスペー
スの整備

その他 無回答

970 235 118 40 313 362 49 70 29 1
100.0％ 24.2％ 12.2％ 4.1％ 32.3％ 37.3％ 5.1％ 7.2％ 3.0％ 0.1％

99 26 8 2 28 34 3 14 3 -
100.0％ 26.3％ 8.1％ 2.0％ 28.3％ 34.3％ 3.0％ 14.1％ 3.0％ -

160 46 11 3 48 48 12 26 5 -
100.0％ 28.8％ 6.9％ 1.9％ 30.0％ 30.0％ 7.5％ 16.3％ 3.1％ -

161 40 8 9 53 55 7 9 2 -
100.0％ 24.8％ 5.0％ 5.6％ 32.9％ 34.2％ 4.3％ 5.6％ 1.2％ -

125 33 16 2 38 47 5 7 3 -
100.0％ 26.4％ 12.8％ 1.6％ 30.4％ 37.6％ 4.0％ 5.6％ 2.4％ -

115 28 18 3 39 49 6 5 3 -
100.0％ 24.3％ 15.7％ 2.6％ 33.9％ 42.6％ 5.2％ 4.3％ 2.6％ -

138 27 24 7 47 58 8 7 3 -
100.0％ 19.6％ 17.4％ 5.1％ 34.1％ 42.0％ 5.8％ 5.1％ 2.2％ -

170 34 31 14 60 69 8 2 10 1
100.0％ 20.0％ 18.2％ 8.2％ 35.3％ 40.6％ 4.7％ 1.2％ 5.9％ 0.6％

2 1 2 - - 2 - - - -
100.0％ 50.0％ 100.0％ - - 100.0％ - - - -

無回答

全 体

年
齢

0歳（R5.4以降）

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳
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【子育てに関する情報の入手先】 
問 31 普段、本市の子育てに関する情報をどこから入手していますか。（主なもの３つまで選択） 

子育てに関する情報の入手先については、「小樽市ホームページ」（33.8％）が最も多く、次

いで「広報おたる」（32.3％）、「小樽市子育てガイドブック」（21.3％）、「ＳＮＳ」（17.8％）、

となった。 

 

【参考：Ｈ30 調査の集計結果】 

 

広報おたる

小樽市子育てガイドブック

新聞

民間発行の情報誌（フリーペーパーを含む）

小樽市ホームページ

市以外のホームページ

小樽市公式LINE

おたる子育て応援アプリ（母子モ）

Facebook小樽市公式アカウント

SNS（Instagram、X(Twitter)、TikTokなど）

その他

無回答

32.3

21.3

9.5

3.0

33.8

1.9

3.7

11.1

2.1

17.8

9.8

10.1

0% 20% 40%

今回調査（ｎ＝970）

新聞

広報おたる

小樽市子育てガイドブック

小樽市ホームページ

市以外のホームページ

民間発行の情報誌(フリーペーパーを含む)

ＳＮＳ

テレビ、ラジオ

その他

無回答

20.2

37.6

18.4

18.2

10.4

18.3

29.6

22.8

18.9

6.7

0% 20% 40%

Ｈ30調査（ｎ＝890）
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【自由記述回答】 
最後に、本市の子育て支援の取組について、ご意見がございましたらご記入ください。 

子育て支援の取組について 539 件の意見が得られ、「行政の子育て支援サービスに関する意

見」238 件、「生活環境に関する意見」176 件、「保育所・幼稚園などの保育環境等の整備に関す

る意見」76 件、「労働環境に関する意見」14 件、「その他」35 件となった。 

各項目の詳細については、次頁以降に示すとおり。 

 

 

 

項 目 
Ｒ５ Ｈ30 Ｈ25 

件数 件数 件数 

①行政の子育て支援サービスに関する意見 238 239 195 

②生活環境に関する意見 176 137 85 

③保育所・幼稚園などの保育環境等の整備に関する意見 76 37 97 

④労働環境に関する意見 14 ５ 10 

⑤その他 35 14 15 

合計 539 432 402 
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① 行政の子育て支援サービスに関する意見 

行政の子育て支援サービスに関する意見についてみると、「子育てに係る負担軽減や経済的

支援について」が 60 件、「子どもの居場所（児童館、放課後児童クラブなど）について」が

29 件、「子育て支援の充実について」が 27 件となった。 

①行政の子育て支援サービスに関する意見 件数 

子育てに係る負担軽減や経済的支援について 60 

子どもの居場所（児童館、放課後児童クラブなど）について 29 

子育て支援の充実について 27 

医療費助成について 20 

子育て支援センター事業について 17 

学校教育について 16 

産前・産後の支援について ９ 

子育て支援に関する情報発信について ８ 

一時的な託児や生活援助などについて ７ 

子育てに係る相談支援体制について ６ 

各種サービスの地域格差の解消 ５ 

ひとり親世帯に対する支援について ５ 

医療サービスなどの広域利用について ４ 

子ども向けイベントについて ４ 

子育て世帯の交流の場について ３ 

多子世帯に対する支援について ３ 

子どもの健康について ２ 

障がいのある子どもへの支援について ２ 

その他 11 

合計 238 

 

【参考：過去の調査時に多かった主な意見】 

Ｈ30 調査時   Ｈ25 調査時  

乳幼児医療等の医療費助成の拡大 27  子育て支援情報の提供・周知方法の工夫充実 24 

子育て支援情報の提供・周知方法の工夫充実 19  乳幼児医療等の医療費助成の拡大 16 

金銭的支援 15  遊び場について 15 
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② 生活環境に関する意見 

生活環境に関する意見についてみると、「遊び場について（公園・屋内遊戯場など）」が 105

件、「産科・小児科・小児救急の充実について」が 32 件となった。 

②生活環境に関する意見 件数 

遊び場について（公園・屋内遊戯場など） 105 

産科・小児科・小児救急の充実について 32 

子連れで利用しやすい施設の充実について ８ 

子どもの安全について ７ 

社会教育施設などについて ５ 

子育てがしやすい生活環境の整備について ４ 

ベビーカーの通りやすい歩道・道路の管理などについて ３ 

その他 12 

合計 176 

 

【参考：過去の調査時に多かった主な意見】 

Ｈ30 調査時   Ｈ25 調査時  

安心して遊べる公園の整備、遊具の整備・拡充 73  安心して遊べる公園の整備、遊具の整備・拡充 38 

遊べる施設について 25  子連れで利用しやすい施設設備 26 

子連れで利用しやすい施設設備 20  図書館について ４ 
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③ 保育所・幼稚園などの保育環境等の整備に関する意見 

 保育所・幼稚園などの保育環境等の整備に関する意見についてみると、「入園・入所に関し

て」が 12 件、「病児保育の充実」、「保育所の入所待ち児童（潜在的待機児童）の解消」が 10 件

となった。 

③保育所・幼稚園などの保育環境等の整備に関する意見 件数 

入園・入所に関して 12 

病児保育の充実 10 

保育所の入所待ち児童（潜在的待機児童）の解消 10 

保育士・幼稚園教諭の確保について ９ 

保育料について（無償化など） ８ 

一時預かり保育の充実 ６ 

保育所・幼稚園などの施設の改善・充実 ６ 

給食の無償化について ４ 

おむつのサブスク・無償化について ２ 

公立保育所の配置見直しについて １ 

その他 ８ 

合計 76 

 

【参考：過去の調査時に多かった主な意見】 

Ｈ30 調査時   Ｈ25 調査時  

保育所、幼稚園の保育料の軽減・助成 12  保育所、幼稚園の保育料の軽減・助成 38 

休日保育の充実 ６  延長保育（開始・終了）の充実 12 

病気や病後時の際の保育の充実 ４  保育士の資質向上、保育内容の充実、 
保育士間の保育内容の均一化 

７ 
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④ 労働環境に関する意見 

労働環境に関する意見についてみてみると「育児休業・休暇を取得しやすい環境づくり」が

11 件となった。 

④労働環境に関する意見 件数 

育児休業・休暇を取得しやすい環境づくり 11 

子育て世代の時間外労働時間の削減 ２ 

子育て世帯に対する雇用先の拡充 １ 

合計 14 

 

【参考：過去の調査時に多かった主な意見】 

Ｈ30 調査時   Ｈ25 調査時  

男性の育児休業の取得促進 ２  育児休業制度等の民間企業への啓発促進 ２ 

民間企業への子育て家庭に対する 
理解・配慮の啓発促進 

１  子育て家庭に対する 
雇用先の拡充・求人年齢層の拡大 

２ 

育児休暇制度の充実 １  男性の育児休業の取得促進 １ 

   
民間企業への子育て家庭に対する 
理解・配慮の啓発促進 

１ 

   育児休暇制度の充実 １ 

 
⑤ その他 

その他の意見についてみると、「子どもに関する予算の拡充について」が 13 件となった。 

⑤その他 件数 

子どもに関する予算の拡充について 13 

その他 22 

合計 35 

 

【参考：過去の調査時に多かった主な意見】 

Ｈ30 調査時   Ｈ25 調査時  

アンケート調査について ５  アンケート調査について ８ 

税金の有効な使い方 ２  行政サービスの地域間格差の解消 １ 

全体的な行政サービスの向上 １    
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≪資料編≫ 調査票について 
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第三期小樽市子ども・子育て支援事業計画 

ニーズ調査結果報告書 

 

令和６年３月 

 

発行 小樽市（こども未来部子育て支援課） 

〒047-8660  北海道小樽市花園 2 丁目 12 番 1 号 

  電話 0134-32-4111 


